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11／�年�２００６�
（平成１８年）�4

◇人と地域が主体のまち�
◇人が集まり、豊かに�
　　すごせる魅力あるまち�
◇活躍する人が育つまち�

市の将来都市像�

　

市
で
は
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
地
域
防

犯
力
を
更
に
強
化
す
る
た
め
、
３
月
か

ら
毎
月　

日
を
「
地
域
防
犯
の
日
」
と

２０

定
め
、
市
内
で
活
動
中
の
防
犯
活
動
団

体
と
市
職
員
・
町
田
警
察
署
警
察
官
が

協
働
し
て
皆
さ
ん
の
地
区
を
重
点
パ
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

《
市
内
の
犯
罪
》

　

地
域
の
防
犯
団
体
の
活
動
が
功
を
奏

し
、
平
成　

年
中
、
市
内
の
刑
法
犯
認

１７

知
件
数
は
６
９
１
９
件
。
前
年
比
１
５

３
３
件
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

も
総
件
数
で
は
前
年
比
減
少
傾
向
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
侵
入
窃
盗
・
ひ
っ
た

く
り
・
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
市
民
生

活
を
脅
か
す
犯
罪
被
害
が
依
然
と
し
て

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
様
な
卑
劣
な

犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
地

域
社
会
に
お
け
る
防
犯
意
識
の
形
成
が

必
要
で
す
。

《
地
域
防
犯
の
日
制
定
の
目
的
》

　

平
成　

年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

１６

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
用
品
購
入
費
補
助

金
交
付
制
度
」
を
利
用
し
て
自
主
的
な

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
は
、
現
在　

団
体
に
上
り
、
空
き

９７

巣
防
止
の
呼
び
か
け
、
屋
外
駐
車
場
利

用
者
へ
の
車
上
狙
い
防
止
の
呼
び
か

け
、
児
童
通
学
路
の
見
守
り
な
ど
積
極

的
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
地

域
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
支
援
・
応
援
す

る
た
め
、
市
職
員
と
警
察
官
が
合
同
で

皆
さ
ん
と
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
、

現
職
警
察
官
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
た

り
、
市
の
防
犯
広
報
車
が
皆
さ
ん
の
お

住
ま
い
の
地
区
を
重
点
走
行
し
て
、
地

域
防
犯
力
を
更
に
強
固
な
も
の
に
し
て

い
く
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

早
速
３
月　

日
に
は
、
本
町
田
千
代

２０

ヶ
丘
地
区
を
担
当
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
団

体
・
千
代
ヶ
丘
有
志
ワ
ン
ワ
ン
パ
ト
ロ

ー
ル
隊　

人
の
皆
さ
ん
が
愛
犬
と
共
に

２０

協
働
地
区
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し

た
。
児
童
の
下
校
時
刻
に
合
せ
て
千
代

ヶ
丘
地
区
を
防
犯
広
報
車
と
と
も
に
市

職
員
・
警
察
官
が
徒
歩
に
よ
る
警
戒
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
下
校
中
の
子
ど
も

た
ち
に
安
心
感
を
与
え
た
り
、
飼
い
犬

を
介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
な
ど
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

警
察
官
に
よ
る
防
犯
ア
ド
バ
イ
ス

や
、
地
元
を
中
心
に
精
力
的
に
行
っ
た

防
犯
広
報
車
に
よ
る
広
報
活
動
は
、
今

後
の
活
動
の
大
き
な
弾
み
と
な
り
ま
し

た
。

参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

毎
月　

日
に
実
施
す
る
「
地
域
防
犯

２０

の
日
」
（
土
・
日
曜
日
、
祭
日
を
含
む

・
荒
天
時
中
止
）
に
参
加
し
た
い
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

○
対
象　

「
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
た
い
」
「
防
犯
広
報
車
の
走
行
を
お

願
い
し
た
い
」
「
警
察
官
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
欲
し
い
」
な
ど
と
希
望
す
る
団
体

や
、
防
犯
活
動
団
体
立
ち
上
げ
式
等
で

「
活
動
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
希
望
す

る
団
体

○
申
し
込
み　

電
話
で
安
全
対
策
課

（
11
７
２
４
・
３
２
５
４
）
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

協
働
で
地
区
パ
ト
ロ
ー
ル　コールセンターは、市の業務や手続き、施設

案内、イベント情報などを、オペレーターが親
切、丁寧にお答えします。また市役所のこと以
外でも、市内公共機関の一般的な業務などもお
答えします。
□問 広報広聴課コールセンター担当11７２４・３０１４

11042・724・ 5 
コー

 6 
ル

 5 
コー

 6 
ル

6042・724・5600

皆さんのご質問に電話でお答えします

町田市コールセンター
年中無休
午前７時　
～午後１１時Eメール 5656@machida.call-center.jp

町田市消防団長に町田市消防団長に　
渡辺正明氏が就任　渡辺正明氏が就任

　町田市消防団長に４月１
日付で渡辺正明氏が就任し
ました。任期は２年です。
　渡辺氏は昭和５３年の入団
以来、分団長・副団長など
を歴任。今後、市民生活の
安全と生命財産を守るた
め、町田市消防団員６６０人
の指揮を執ります。

□問 防災課11７２４・２１０７ 渡辺正明氏

　

幼
児
や
小
学
生
に
対
す
る
犯
罪
行
為

が
最
近
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
も
数
々
の
対
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
市
教
育
委
員
会
で

は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
子
ど
も
の
見

守
り
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
に
、
神

奈
川
中
央
交
通
（
株
）
の
協
力
で
市
内

を
走
る
路
線
バ
ス　

台
の
車
体
に
「
み

５０

ん
な
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
ろ

う
」
と
記
載
し
た
啓
発
パ
ネ
ル
を
装
着

し
、
４
月
６
日
か
ら
６
月
２
日
の
期
間

運
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

既
に
２
月
か
ら
は
市
内
を
走
る
路
線

バ
ス
で
は
、
子
ど
も
を
狙
う
不
審
者
へ

の
警
戒
を
呼
び
か
け
る
車
内
放
送
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

□問
 

学
務
課
11
７
２
４
・
２
１
７
６

子どもの安全を守る
路線バスに　

啓発パネルを

装着　　　　

町
田
市
教
育
長
に

町
田
市
教
育
長
に

山
田
雄
三
氏
が

山
田
雄
三
氏
が

再
任
再
任

　

市
教
育
委
員
会
は
、
４
月
３
日
に
開

催
さ
れ
た
臨
時
教
育
委
員
会
で
、
教
育

長
に
山
田
雄
三
氏
（
昭
和　

年
生
ま

１５

れ
、　

歳
）
を
再
任
し
ま
し
た
。
今
回

６５

で
３
期
目
と
な
り
ま
す
。
任
期
は
４
年

で
す
。

人

事

異

動

人　
　

事　
　

異　
　

動

　

４
月
１
日
付
で
次
の
と
お
り
市
の
人

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
（
部
長
級
、
カ

ッ
コ
内
は
旧
職
）
。

　

企
画
部
長
（
企
画
部
長
兼
秘
書
課

長
）
土
屋
豊
▽
総
務
部
参
事
﹇
防
災
対

策
担
当
﹈
兼
防
災
課
長
（
総
務
部
参
事

﹇
危
機
管
理
担
当
﹈
）
大
貫
武
▽
税
務

部
長
（
清
掃
事
業
部
長
）
鬼
頭
孝
典
▽

市
民
部
長
（
市
民
部
生
活
文
化
担
当
部

長
兼
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
所
長
）

浅
野
正
▽
市
民
部
生
活
文
化
担
当
部
長

兼
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
所
長
（
市

民
部
付
副
参
事
﹇
町
田
市
文
化
・
国
際

交
流
財
団
派
遣
﹈
森
和
秋
▽
健
康
福
祉

部
保
健
介
護
推
進
担
当
部
長
（
市
民
部

市
民
活
動
振
興
課
長
）
田
村
俊
二
▽
環

境
・
産
業
部
農
の
ま
ち
づ
く
り
担
当
部

長
併
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
環
境
・

産
業
部
農
の
ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長
兼

北
部
丘
陵
整
備
課
長
併
農
業
委
員
会
事

務
局
長
）
大
貫
健
次
▽
清
掃
事
業
部
長

（
学
校
教
育
部
学
務
課
長
）
牧
田
惠
次

▽
建
設
部
参
事
兼
建
設
総
務
課
長
（
市

民
部
小
山
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
）
長
谷

川
榮
司
▽
都
市
計
画
部
長
（
学
校
教
育

部
参
事
兼
教
育
総
務
課
長
）
畑
久
男
▽

水
道
部
長
（
水
道
部
長
兼
施
設
課
長
）

渋
谷
剛
二
▽
議
会
事
務
局
長
（
生
涯
学

習
部
長
）
五
十
嵐
隆
▽
生
涯
学
習
部
長

（
市
民
部
参
事
兼
国
保
年
金
課
長
）
河

野
修

退
職
者
（
３
月　

日
付
）

３１

　

高
橋
倫
正
（
総
務
部
参
事
﹇
防
災
対

策
担
当
﹈
）
▽
山
田
孝
志
（
税
務
部

長
）
▽
山
田
稔
（
保
健
介
護
推
進
担
当

部
長
）
▽
彦
根
征
生
（
建
設
部
参
事
兼

建
設
総
務
課
長
）
▽
神
蔵
孝
司
（
都
市

計
画
部
長
）
▽
大
久
保
千
代
（
議
会
事

務
局
長
）

　

エ
ビ
ネ
、
キ
エ
ビ
ネ
、
タ
カ
ネ
エ
ビ

ネ
な
ど
約　

万
株
の
エ
ビ
ネ
が
群
生
し

１０

て
い
る
ほ
か
、
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
や
ク
リ

ン
ソ
ウ
な
ど
の
野
草
も
観
賞
で
き
ま

す
。
開
花
状
況
に
つ
い
て
は
町
田
え
び

ね
苑
ま
た
は
公
園
緑
地
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

○
開
園
期
間　

４
月　

日
（
土
）
〜
５

２２

月
７
日
（
日
）

○
開
園
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

４
時
（
入
園
は
午
後
３
時　

分
ま
で
）

３０

○
入
園
料　

一
般
３
０
０
円
、
小
・
中

学
生
、
高
校
生
１
０
０
円

○
交
通　

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
１
番
乗

り
場
か
ら
藤
の
台
団
地
行
き
バ
ス
で

「
藤
の
台
団
地
」
下
車
、
徒
歩
５
分

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
風
雨
な
ど
に
よ
り
、
危
険
と
判
断
し

た
時
は
一
時
閉
園
し
ま
す
。

※
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
の
入
園
は
で
き
ま

せ
ん
。

□問
 

町
田
え
び
ね
苑
（
開
園
期
間
中
）
11

７
２
４
・
１
６
６
８
、
公
園
緑
地
課
11

７
９
３
・
７
６
１
２

　

民
権
の
森
公
園
内
の
「
ぼ
た
ん
園
」

が
開
園
し
ま
す
。
１
万
４
４
０
０

㎡

の
園
内
に
は
、
赤
系
、
桃
系
、
紫
系
、

白
系
、
黄
系
等
の
２
０
０
種
類
１
２
０

０
株
が
植
栽
さ
れ
、
次
々
と
華
麗
に
咲

き
始
め
ま
す
。

○
開
園
期
間　

４
月　

日
（
土
）
〜
５

１５

月
７
日
（
日
）
無
休

○
開
園
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

４
時
（
入
園
は
午
後
３
時　

分
ま
で
）

３０

○
入
園
料　

大
人
５
０
０
円
、
中
学
生

・
高
校
生
３
０
０
円

○
交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場
か
ら
本
町
田
経

２１

由
野
津
田
車
庫
行
き
ま
た
は
鶴
川
駅
行

き
バ
ス
で
「
薬
師
ヶ
丘
」
下
車
、
徒
歩

７
分

※
町
田
ぼ
た
ん
園
、
薬
師
池
公
園
駐
車

場
は
休
日
等
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

※
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
の
入
園
は
で
き
ま

せ
ん
。

□問
 

町
田
ぼ
た
ん
園
11
７
３
６
・
４
４
７

７

おいで下さいおいで下さい

町田えびね苑町田えびね苑
町町
田田
ぼぼ
たた
んん
園園
がが
開開
園園

市の鳥カワセミのデザインです



２００６．　．　（　） ４ １１２ 町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

○
相
互
扶
助
に
よ
り
成
り
立
つ
国

民
健
康
保
険
制
度

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
加
入
者
一

人
ひ
と
り
が
国
民
健
康
保
険
税
（
料
）

を
納
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
医
療
費

を
補
う
と
い
う
支
え
合
い
の
制
度
で

す
。

　

高
齢
者
人
口
の
増
加
、
生
活
習
慣
病

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
医
療
費
は
急
増

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
加
入
者
の

健
康
を
守
る
国
民
健
康
保
険
制
度
は
今

厳
し
い
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
係
る
医
療
費
は
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
国
民
健
康
保

険
税
（
料
）
と
区
市
町
村
、
都
道
府
県

及
び
国
の
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
住
む
方
々
の
助
け
合
い
の
も

と
に
成
り
立
っ
て
い
る
制
度
で
あ
る
こ

と
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご

協
力
い
た
だ
く
こ
と
が
、
大
切
な
国
民

健
康
保
険
制
度
を
守
り
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
の
加
入
と
脱
退

に
つ
い
て
（
表
１
）

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き

や
、
や
め
る
時
な
ど
の
届
出
は
、　

日
１４

以
内
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
国
民
健

康
保
険
へ
の
加
入
日
は
、
他
の
保
険
の

資
格
喪
失
日
、
ま
た
は
、
町
田
市
へ
の

転
入
日
で
あ
り
、
届
出
日
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
届
出
が
遅
れ
る

と
遡
っ
て
国
民
健
康
保
険
税
を
支
払
う

こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、
ま
た
そ
の
間

全
額
自
己
負
担
で
医
療
費
を
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
脱
退
日
は
、
他
の

健
康
保
険
の
資
格
取
得
日
、
ま
た
は
、

町
田
市
か
ら
の
転
出
日
で
あ
り
、
届
出

日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
届
出
が
遅
れ
る

と
、
そ
の
間
、
他
の
健
康
保
険
と
重
複

し
て
国
民
健
康
保
険
税
の
請
求
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
法
第　

条
で
は
、

７６

「
保
険
者
は
、
国
民
健
康
保
健
事
業
に

要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
世
帯
主

か
ら
保
険
料
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
地
方
税
法
の
規
定
に
よ

り
国
民
健
康
保
険
税
を
課
す
る
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
」
と
定
め
ら

れ
て
お
り
、
町
田
市
は
、
地
方
税
法
に

基
づ
き
国
民
健
康
保
険
税
方
式
に
よ
り

課
税
を
行
な
っ
て
お
り
、
税
率
等
は
、

市
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の
内

容
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
保
険
分

と　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
の
介
護
保

４０

６５

険
分
の
合
算
が
月
割
り
で
課
税
さ
れ
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
、
医
療

分
は
医
療
費
に
充
て
ら
れ
、
介
護
分
は

介
護
納
付
金
と
し
て
国
に
支
払
わ
れ
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
は
、
町
田

市
国
民
健
康
保
険
条
例
で
定
め
ら
れ
て

お
り
、
平
成　

年
度
は
、
表
２
の
と
お

１８

り
で
す
。

○
口
座
振
替
を
ご
利
用
下
さ
い

　

国
民
健
康
保
険
税
の
お
支
払
い
は
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
下
さ
い
。

　

申
込
用
紙
は
市
内
の
金
融
機
関
ま
た

は
郵
便
局
に
あ
り
ま
す
。
被
保
険
者
証

ま
た
は
納
税
通
知
書
・
通
帳
・
通
帳
印

を
お
持
ち
に
な
り
「
町
田
市
税
口
座
振

替
申
込
書
」
に
記
入
し
、
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
お
申
し
込
み
い

た
だ
い
た
後
、
手
続
が
完
了
す
る
ま
で

に
１
〜
２
か
月
を
必
要
と
し
ま
す
。

　

後
日
「
口
座
振
替
開
始
時
期
の
お
知

ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま

で
の
間
は
、
納
税
通
知
書
を
お
使
い
に

な
り
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
お
支
払

下
さ
い
。

○
納
付
推
進
員
が
巡
回
し
て
い
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
税
納
付
推
進
員
が
、

市
内
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
お
宅
を

訪
問
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
民
健

康
保
険
税
の
口
座
振
替
の
勧
奨
や
税
の

趣
旨
の
ご
説
明
の
た
め
に
巡
回
す
る
も

の
で
、
同
時
に
国
民
健
康
保
険
税
の
お

支
払
い
も
承
っ
て
い
ま
す
。
納
付
推
進

員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認

下
さ
い
。

　

３
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
住
民

説
明
会
及
び
相
談
窓
口
の
中
止
に
つ
い

て
は
、
対
象
と
な
る
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
誠
に
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

新
た
な
住
民
説
明
会
、
相
談
窓
口
、

希
望
届
の
配
布
・
受
付
開
始
時
期
な
ど

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○
住
民
説
明
会

　

左
記
の
と
お
り
住
民
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
他
の
会
場
に
つ
い
て

も
４
月
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在

調
整
中
で
す
。

　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
戸
別
配
布
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
相
談
窓
口

　

町
田
市
内
に
相
談
窓
口
を
開
設
す
る

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
開
設
時
期
・

場
所
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
助
成
の
対
象
と
な
る
住
宅

　

助
成
の
対
象
と
な
る
住
宅
は
、
平
成

　

年
１
月　

日
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
住

１８

１７

宅
で
す
が
、
対
象
世
帯
が
約
４
万
７
千

世
帯
と
多
い
こ
と
か
ら
、
当
面
、
次
の

住
宅
を
優
先
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

助
成
の
順
序
は
、
高
齢
者
の
方
が
お

住
ま
い
の
住
宅
な
ど
を
優
先
し
ま
す
の

で
、
希
望
届
の
受
付
順
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

①
第
一
種
区
域
内
で
、
昭
和　

年
９
月

６１

　

日
ま
で
に
建
設
さ
れ
、
高
齢
者
（　

１０

６５

歳
以
上
）
、
乳
幼
児
（
未
就
学
児
）
、

心
身
障
害
者
（
公
的
証
明
を
お
持
ち
の

方
）
又
は
長
期
療
養
者
（
６
か
月
以
上

自
宅
療
養
さ
れ
て
い
る
方
）
が
お
住
ま

い
の
住
宅

②
第
Ⅰ
工
法
の
区
域
内
で
昭
和　

年
９

６１

月　

日
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
住
宅

１０
③
第
Ⅱ
工
法
の
区
域
内
で
昭
和　

年　
５５

１２

月　

日
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
住
宅

３１
④
現
存
す
る
住
宅
の
建
て
替
え
を
行
う

住
宅

　

な
お
、
優
先
す
る
住
宅
は
、
住
宅
防

音
工
事
の
助
成
の
進
捗
状
況
を
踏
ま

え
、
逐
次
、
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

○
希
望
届
の
提
出
者

　

希
望
届
の
提
出
者
は
、
住
宅
区
分
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

①
戸
建
住
宅
（
自
己
所
有
）

　

所
有
者
が
提
出

②
戸
建
住
宅
（
賃
貸
）

　

原
則
所
有
者
が
提
出
（
借
家
人
も

可
）

③
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
（
賃
貸
）

　

所
有
者
が
提
出

④
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

　

管
理
組
合
で
と
り
ま
と
め
て
提
出

⑤
大
規
模
集
合
住
宅
（
賃
貸
）

　

都
市
機
構
・
都
公
社
な
ど
が
提
出

⑥
大
規
模
集
合
住
宅
（
分
譲
）

　

管
理
組
合
で
と
り
ま
と
め
て
提
出

○
希
望
届
の
備
え
付
け
場
所

　

希
望
届
は
、
説
明
会
で
も
配
布
し
ま

す
が
、
４
月　

日
（
月
）
か
ら
次
の
場

１７

所
に
備
え
置
き
ま
す
。

東
京
防
衛
施
設
局　

横
田
防
衛
施
設
事

務
所

※
東
京
防
衛
施
設
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

東
京
防
衛
施
設
局
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
:/
/
w
w
w
.d
fa
a
.g
o
.jp
/
to

k
y
o
/
in
d
e
x
.h
tm

町
田
市
役
所
市
民
相
談
室

※
市
の
窓
口
で
は
配
布
の
み
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

東
京
防
衛
施
設
局
又
は
横
田
防
衛
施
設

事
務
所
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
希
望
届
の
受
付

　

希
望
届
の
受
付
は
、
５
月
１
日
（
消

印
有
効
）
か
ら
行
い
ま
す
。

※
希
望
届
の
受
付
期
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

住
宅
防
音
工
事
の
助
成
の
事
業
は
、

国
（
東
京
防
衛
施
設
局
）
か
ら
希
望
者

（
助
成
申
請
者
）
に
助
成
金
を
交
付
す

る
事
業
で
す
。
質
問
等
は
次
に
ご
連
絡

下
さ
い
。

・
東
京
防
衛
施
設
局　

施
設
対
策
第
三

課
11
０
４
８
（
６
０
０
）
１
８
２
１
・

１
８
２
２
・
１
８
３
８

・
横
田
防
衛
施
設
事
務
所　

業
務
課
11

０
４
２
（
５
５
１
）
０
３
１
９

　国際協力機構が行っている青年海外協力隊（平成
１７年度第３次隊）・シニア海外ボランティア（平成
１７年度後期）に町田にお住まいの下記の方々の派遣
が決まり、出発に先立ち、３月２０日報告のために石
阪市長を訪問しました。
　青年海外協力隊の松本さんはバングラディシュで
パソコンインストラクター、依岡さんはベネズエラ
で農業指導に従事します。
　また、シニア海外ボランティアの志田さんはシリ
アで廃棄物処分管理、須藤一さんはタイでセラミッ
クス開発、須藤洋さんはマレーシアで自動車工学、
辻井さんはセントルシアで通信行政などの業務に従
事する予定になっています。任期は２年。

表１　手続きについて
手続きに必要な書類などこんなとき手続きを

転出証明書町田市に転入したとき

加
入
の
と
き

健康保険資格喪失証明書（離職票の写し・退
職証明書でも可） 
厚生年金・共済年金の受給権がある方は年金
証書

職場の健康保険をやめたと
き

生活保護廃止決定通知書生活保護を受けなくなった
とき

出生証明書子供が生まれたとき
国保被保険者証町田市から転出するとき

脱
退
の
と
き

職場の健康保険証、国保被保険者証職場の健康保険に加入した
とき

国保被保険者証死亡したとき
保護開始決定通知書、国保被保険者証生活保護を受けたとき

年金証書、国保被保険者証退職者医療制度に該当した
とき

そ　

の　

他

国保被保険者証

退職者医療制度に該当しな
くなったとき
住所・氏名・世帯主が変わ
るとき

運転免許証などの官公庁発行の顔写真付き身
分証明書または、国保税納税通知書が必要保険証をなくしたとき

※手続には印鑑をお持ちください。 
※窓口で国保被保険者証の手渡し交付希望の場合は次のものが必要となりま
す。それ以外の場合は郵送（配達記録郵便）となります。また、同一世帯以
外の方の申請も郵送となります。 
・運転免許証・パスポートなどの官公庁発行の顔写真付き身分証明書・年金
手帳・年金証書

○加入・脱退の届出 
手続きする場所  
　住所異動が伴わない場合は国保年金課（市役所４階）
　住所異動に伴う場合は市民課（市役所１階）  
　市民センター（南・なるせ駅前・鶴川・忠生・小山・堺）

表２　町田市の税率等
平成１８年度平成１７年度平成１８年度平成１７年度
変更なし１．０５％所得割

介　

護　

分

変更なし５％所得割
医　

療　

分

変更なし一人当たり
年７，５００円均等割変更なし一人当たり

年２３，４００円均等割

変更なし一世帯あた
り年３，０００円平等割変更なし一世帯あたり

年１２，０００円平等割

変更なし年８万円限度額変更なし年５３万円限度額
※国民健康保険税（医療保険分、介護保険分）は所得税および住民税申告書
等より算出します。前年中に所得のなかった方は均等割額、平等割額の合計
が年税額となります。また、世帯所得の合計額が一定額以下の方は均等割額
と平等割額が軽減措置の対象となります。 
　なお、所得税法等の一部改正（公的年金等控除の見直し）に伴い、国民健
康保険税負担が増加する高齢者に配慮するため、公的年金等控除の見直しの
影響を受ける被保険者の保険税所得割算定及び保険税軽減判定の際に特別控
除（１８年度１３万円、１９年度７万円）が適用されます。詳細は国保加入係へ。

国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険税税税税税税税税税税のののののののののの国民健康保険税の 
おおおおおおおおおお支支支支支支支支支支払払払払払払払払払払いいいいいいいいいいはははははははははは、、、、、、、、、、納納納納納納納納納納期期期期期期期期期期限限限限限限限限限限内内内内内内内内内内にににににににににに　　　お支払いは、納期限内に

左
か
ら
辻
井
さ
ん
、
須
藤
一
さ
ん
、
志
田
さ

ん
、
市
長
、
須
藤
洋
さ
ん
、
依
岡
さ
ん
、
松

本
さ
ん

青年海外協力隊
シニア海外
　　ボランティア

み
ん
な
で
支
え
る

み
ん
な
で
支
え
る�

お
問
い
合
わ
せ
先
�

○
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
�

電
話
番
号
 
 
1
７
２
４
・
５
６
５
６
�

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
 
6
７
２
４
・
５
６
０
０
　

担
当
課
�

資
格
と
課
税
に
つ
い
て
�

　
国
保
加
入
係
1
７
２
４
・
２
１
２
４
�

納
税
に
つ
い
て
�

　
 
 
納
付
係
1
７
２
４
・
２
１
２
５
�

医
療
の
給
付
に
つ
い
て
�

　
国
保
給
付
係
1
７
２
４
・
２
１
３
０
�

国
民
健
康

国
民
健
康�

保
険
制
度

保
険
制
度�

国
民
健
康�

保
険
制
度�

み
ん
な
で
支
え
る�

国（東京防衛施設局）（東京防衛施設局）�

からのお詫びとお知らせからのお詫びとお知らせ�

住宅防音工事の住宅防音工事の�

　　　　助成について　　　　助成について�

住宅防音工事の�

　　　　助成について�

国（東京防衛施設局）（東京防衛施設局）�

からのお詫びとお知らせからのお詫びとお知らせ�

国（東京防衛施設局）�

からのお詫びとお知らせ�

住民説明会日程表
日　　時対象地区会場

４月１８日（火）　１０時・１４時・
１６時・１９時南地区

市
民
ホ
ー
ル

４月２５日（火）　９時３０分・１１
時・１４時・１６時・１９時

町田地区 ４月２６日（水）　９時３０分・１１時・１４時・１６時・１９時

４月２７日（木）　９時３０分・１１
時・１４時・１６時・１９時

派
遣
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基
本
健
康
診
査

子
宮
が
ん
検
診

　

町
田
市
医
師
会
の
協
力
で
実
施
す
る

も
の
で
す
。

○
対
象　

町
田
市
民
で
勤
務
先
等
で
健

診
の
機
会
の
な
い
、
基
本
健
康
診
査
は

　

歳
以
上
の
方
、
子
宮
が
ん
検
診
は　

１８

２０

歳
以
上
の
女
性
の
方

○
受
診
期
間　

基
本
健
診
は
原
則
と
し

て
誕
生
月
と
そ
の
翌
月
、
子
宮
が
ん
検

診
は
通
年
（
ど
ち
ら
と
も
年
度
内
１

回
）

○
受
診
方
法　

健
康
手
帳
（
お
持
ち
で

な
い
方
に
は
病
・
医
院
で
交
付
し
ま

す
）
、
保
険
証
等
を
お
持
ち
に
な
り
、

病
・
医
院
の
一
般
診
療
時
間
内
に
受
診

し
て
下
さ
い
。

※
健
康
課
に
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
検
診
日
時
が
決
め
ら
れ
て
い
る
病
・

医
院
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。

○
会
場　

町
田
市
医
師
会
加
入
の
実
施

病
・
医
院
（
必
要
な
方
に
は
病
・
医
院

成
人
歯
科
健
康
診
査

の
一
覧
表
を
送
付
し
ま
す
。
健
康
課
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。
な
お
、
一
覧
表
は

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
）

※
町
田
市
民
病
院
は
、
一
次
検
診
の
実

施
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
基
本
健
康
診
査
】

○
検
診
内
容　

必
須
診
査
（
全
て
の
方

に
実
施
）
＝
①
問
診
②
理
学
的
診
察
③

血
圧
測
定
④
尿
定
性
検
査
⑤
血
液
検
査

（
正
確
な
検
査
数
値
を
出
す
た
め
に
空

腹
時
に
お
受
け
下
さ
い
）
▽
選
択
診
査

（
医
師
の
判
断
で
選
択
的
に
実
施
）
＝

①
心
電
図
検
査
②
眼
底
検
査
③
血
糖
検

査
④
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
▽
介
護
予

防
健
診
（　

歳
以
上
の
方
）
①
基
本
チ

６５

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
②
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
検

査
③
反
復
唾
液
嚥
下
テ
ス
ト
▽
肝
炎
ウ

ィ
ル
ス
検
査
（　

歳
以
上
の
方
）

４０

※
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
は
受
診
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

※　

歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
方
は
医
師

４０
が
訪
問
し
て
診
査
し
ま
す
。
か
か
り
つ

け
医
に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
費
用　

無
料
（
た
だ
し
、
定
め
ら
れ

た
検
査
以
外
の
検
査
、
治
療
及
び
投
薬

に
要
す
る
費
用
は
自
己
負
担
）

【
子
宮
が
ん
検
診
】

○
検
診
内
容　

問
診
、
視
診
、
内
診
、

検
体
採
取
検
査
（
頸
部
）

※
子
宮
筋
腫
等
で
子
宮
手
術
を
受
け
た

方
は
、
細
胞
が
採
取
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
医
師
と
相
談
の
う

え
、
検
診
を
受
け
て
下
さ
い
。

○
費
用　

１
０
０
０
円

○
支
払
方
法　

受
診
す
る
際
に
病
・
医

院
に
現
金
で
お
支
払
い
下
さ
い
。

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方

○
○老
 

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方

○
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
病
・
医
院
の
窓
口
で
渡
さ
れ
る
受
診

票
で
、
当
日
、
負
担
・
非
負
担
の
届
け

○
対
象　

健
診
日
に　

〜　

歳
の
町
田

４０

６５

市
民
（
年
度
内
に
１
回
受
け
ら
れ
ま

す
）

○
内
容　

問
診
、
虫
歯
・
歯
周
疾
患
の

診
査
、
歯
列
咬
合
・
粘
膜
・
顎
関
節
症

・
口
腔
清
掃
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
、
予
防

指
導

○
費
用　

４
０
０
円

○
申
し
込
み　

協
力
歯
科
医
院
に
直
接

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参

下
さ
い
。

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
病
・
医
院
で
渡
さ
れ
る
受
診
票
で
当

日
負
担
・
非
負
担
の
届
け
出
を
し
て
下

さ
い
。

　

市
内
の
中
小
企
業
者
ま
た
は
、
市
内

で
新
た
に
事
業
を
始
め
る
中
小
企
業
者

が
事
業
資
金
や
開
業
資
金
を
調
達
す
る

た
め
、
市
と
取
扱
金
融
機
関
と
の
提
携

及
び
信
用
保
証
機
関
の
協
力
に
よ
り
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　

取
り
扱
い
は
次
の
金
融
機
関
の
町
田

市
内
に
あ
る
支
店
等
で
行
っ
て
い
ま

す
。

○
取
扱
金
融
機
関　

八
千
代
・
横
浜
・

三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・
東
京
都
民
・
り

そ
な
・
東
日
本
の
各
銀
行
、
城
南
・
横

浜
・
芝
の
各
信
用
金
庫
、
町
田
市
農
業

協
同
組
合

※
金
融
機
関
、
信
用
保
証
機
関
の
審
査

に
よ
り
、
融
資
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

□問
 

経
済
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１
２
９

町町町町町町町町町町町町町町 田田田田田田田田田田田田田田 市市市市市市市市市市市市市市町 田 市
中中中中中中中中中中中中中中 小小小小小小小小小小小小小小 企企企企企企企企企企企企企企 業業業業業業業業業業業業業業中 小 企 業
融融融融融融融融融融融融融融 資資資資資資資資資資資資資資 制制制制制制制制制制制制制制 度度度度度度度度度度度度度度融 資 制 度

※バリアフリー化整備資金、環境改善整備資金及び緊急資金は他の資金と重複して申し込みができます。融資資格確認書を発行しますので、事前にご相談下さい。
※この制度は、信用保証機関（東京信用保証協会）の保証が必要です。また、信用保証機関の指示により上表のほかに保証人を要することもあります。
※信用保証料の約１／２を５万円を限度（バリアフリー化整備資金及び環境改善整備資金は全額）として融資時に補助します。また利子については（　）内の利率
による額を年２回に分け補助します。

町 田 市 中 小 企 業 融 資 制 度 概 要
保証人融資期間・返済方法融資利率融資限度額融資の種類

法人は代表者
個人の連帯保
証が必要

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済年利２．２％（１．５％）

１，０００万円

運 転 資 金
７年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済設 備 資 金

７年以内（１２か月の据置期間を含む）割賦返済年利１．８％（１．８％）バリアフリー化整備資金
環 境 改 善 整 備 資 金

年利２．０％（１．５％）開 業 資 金

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済　５００万円緊 急 資 金
年利２．２％（１．５％）小 規 模 企 業 特 別 資 金

ご 利 用 下 さ い

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

糖
尿
病
は
放
置
す
る
と
失
明
や
腎
不

全
・ 
壊  
疽 
な
ど
怖
い
合
併
症
を
起
こ
す

え 

そ

危
険
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
食
事
や

生
活
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
十
分
自
己

管
理
も
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

基
本
健
康
診
査
等
で
「
糖
尿

病
」
「
血
糖
値
が
高
い
」
等
の
指
摘
を

受
け
た
こ
と
の
あ
る
方

○
日
時　

４
月　

日
（
月
）
午
前
９
時

２４

　

分
〜
正
午

５０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容
・
講
師　

糖
尿
病
と
は
ど
ん
な

病
気
か
＝
保
健
師
、
試
食
、
食
事
療
法

の
基
本
と
食
品
交
換
表
に
つ
い
て
＝
栄

養
士

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
持
ち
物　

基
本
健
診
等
の
結
果

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

糖
尿
病
予
防
教
室

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

肥
満
は
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
を

引
き
起
こ
す
危
険
因
子
で
す
。
統
計

上
、
体
格
指
数
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
重　

÷
身

kg

長
ｍ
÷
身
長
ｍ
）
が　

の
時
、
最
も
病

２２

気
に
か
か
り
に
く
い
と
出
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｍ
Ｉ
が　

以
上
の
方
を
対
象
に
ダ
イ

２５

エ
ッ
ト
ヘ
ル
シ
ー
コ
ー
ス
を
右
下
表
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

血
液
検
査
結
果
が
わ
か
る
健

康
診
査
結
果
票
を
お
持
ち
の
方
で
全
回

参
加
で
き
る
方

ダ
イ
エ
ッ
ト
ヘ
ル
シ
ー

６

日

間

コ

ー

ス

健 康 づ く り 講 習 会 日 程 表
内　　　　　容日　　　　時

・医師の講話「肥満と生活習慣病」
・栄養士の話「ダイエット作戦」５月１０日（水）午後１時１０分～４時

・調理実習５月１７日（水）午前９時３０分～午後０時２０分

・個別相談「私の改善点と目標」５月２４日（水）午前または午後（予約制）

・運動の話と実技　・グループワーク５月３１日（水）午後１時３０分～４時２０分

・運動の話と実技　・グループワーク６月２８日（水）午後１時３０分～４時

・休養について
・１か月を振り返って、何食べる？７月２６日（水）午後１時３０分～４時

健
康
づ
く
り
講
習
会

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２４

○
申
し
込
み　

５
月
１
日
ま
で
に
電
話

で
健
康
課
へ
。

※
保
育
ご
希
望
の
方
は
申
し
込
み
時
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
を
計
画
期

１８

２０

間
と
す
る
町
田
市
の
介
護
保
険
事
業
計

画
が
策
定
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
こ
の
計

画
に
基
づ
い
た
新
た
な
介
護
保
険
の
サ

ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
介
護
保
険
法
の
改

正
に
よ
り
、
今
ま
で
の
保
険
給
付
に
加

え
て
、
介
護
予
防
を
重
視
し
た
サ
ー
ビ

ス
や
地
域
に
密
着
し
た
高
齢
者
へ
の
支

援
な
ど
新
た
な
事
業
が
展
開
さ
れ
ま

す
。

※
介
護
保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て
は
後

日
の
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

４
月
か
ら
の
認
定
区
分
と
被
保
険
者
証

◎
要
介
護
認
定
の
区
分
が
７
つ
に

　

要
介
護
認
定
の
区
分
が
「
要
支
援
１

・
２
」
と
「
要
介
護
１
〜
５
」
の
７
区

分
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
ま
で
の
認
定
区
分
は
、
介

護
認
定
の
有
効
期
限
ま
で
そ
の
ま
ま
使

用
で
き
ま
す
。

◎
新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付

　

昨
年
度
末
（
３
月　

日
）
に
被
保
険

３１

者
証
の
有
効
期
限
が
満
了
す
る
方
へ
新

し
い
被
保
険
者
証
（
水
色
）
を
お
送
り

し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
認
定
区
分
の
変
更
に
よ
り
、

今
ま
で
の
「
要
支
援
」
は
、
次
の
要
介

護
認
定
が
あ
る
ま
で
「
経
過
的
要
介

護
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

◎
新
予
防
給
付

　

要
支
援
１
・
２
に
認
定
さ
れ
た
方
に

対
し
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
介
護

予
防
の
た
め
の
訪
問
介
護
や
通
所
介
護

な
ど
、
新
た
な
給
付
を
行
い
ま
す
。

◎
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
夜
間
の
訪
問

介
護
や
認
知
症
対
応
型
の
通
所
介
護
・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
整
備
に

合
わ
せ
て
ご
案
内
し
て
い
き
ま
す
。

◎
地
域
支
援
事
業

　

要
介
護
認
定
に
お
い
て
非
該
当
と
な

っ
た
方
や
町
田
市
の
基
本
健
康
診
査
を

受
診
さ
れ
た
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
食
の
自
立

支
援
な
ど
介
護
予
防
の
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

◎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

各
地
区
に
一
つ
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
地
域
に
密
着
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
、
皆
さ
ん
の

総
合
的
な
相
談
窓
口
と
な
り
ま
す
（
各

地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

３
月　

号
広
報
ま
ち
だ
８
ペ
ー
ジ
を
ご

２１

覧
下
さ
い
）
。

　

主
な
業
務
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
介
護
保
険
に
係
わ
ら
ず
、
高

齢
者
や
ご
家
族
に
対
す
る
総
合

的
な
相
談
･
支
援
の
窓
口
に
な

り
ま
す
。

・
介
護
予
防
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
な
ど
、
介
護
予
防
の
た
め
の

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。

・
高
齢
者
の
虐
待
防
止
や
早
期

発
見
、
権
利
擁
護
事
業
を
行
い

ま
す
。

・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
へ
の
支
援

や
関
係
す
る
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
り
ま
す
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課

被
保
険
者
証
は
11
７
２
１
・
３

１
１
０

新
予
防
給
付
・
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
・
要
介
護
認
定
は
11
７

２
１
・
０
９
１
２

地
域
支
援
事
業
・
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
11
７
２
４
・
２

１
４
０

出
を
し
て
下
さ
い
。

介護保険の認定区分とサービス�

今
ま
で�

４
月
か
ら�

要
介
護
認
定
の
区
分�

非該当�要支援� 要介護１�

高　　齢　　者�

更新申請・新規申請等�

要介護・要支援認定�

要介護２�要介護３�要介護４�要介護５�

非該当�要支援１�要支援２�要介護１�要介護２�要介護３�要介護４�要介護５�

要支援者�基本健康診査などの�
スクリーニング等�

地域包括支援センター�
（介護予防ケアマネジメント）�

居宅介護支援事業者�
（ケアマネジメント）�

サービス提供事業者� 介護保険施設�

要　介　護　者�

※既に認定を受けている方は、有効期間中はそのまま従来の給付を受けることができます。�

新
た
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲�

・筋力向上トレーニング�
・介護予防型通所介護�
・訪問指導�
・わくわく介護予防教室�
・食の自立支援など�

介護予防の�
・訪問介護�
・通所介護など�

地域支援事業�
要支援・要介護状態に�
なることを防止�

介護給付�新予防給付�
要介護状態に�
なることを防止�（　　　　　）�（　　　）�

新
た
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
ス
タ
ー
ト

新新
たた
なな
介介
護護
ササ
ーー
ビビ
スス

がが
スス
タタ
ーー
トト
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協
定
料
金
で
宿
泊
が
で
き
ま
す
。

○
対
象　

①　

歳
以
上
の
高
齢
者
②
身

６０

高
齢
者
、
障
が
い
児
・
者
、
精
神
障
が

い
者
及
び
原
子
爆
弾
被
爆
者
「
い
こ
い

の
家
」ご

利
用
下
さ
い

　

障
が
い
を
も
つ
青
年
の
活
動
を
手
助

け
い
た
だ
け
る
担
当
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
ま
す
。

○
対
象　

障
が
い
を
も
つ
学
級
生
の
学

習
活
動
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に

理
解
の
あ
る
方

○
活
動
日
時　

公
民
館
・
ひ
か
り
学
級

＝
第
１
・
３
日
曜
日
、
土
曜
学
級
＝
第

２
・
４
土
曜
日
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時

　

分
〜
午
後
５
時

３０※
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
か
ら
ス
タ
ッ

フ
会
議
あ
り
。

○
活
動
場
所　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
、

ひ
か
り
療
育
園

○
若
干
の
謝
礼
あ
り

○
申
し
込
み　

電
話
で
ま
ち
だ
中
央
公

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

障
が
い
者
青
年
学
級

ス

タ

ッ

フ

浄
化
槽
清
掃
補
助
券
を

発

送

し

ま

し

た

　

浄
化
槽
清
掃
補
助
券
を
４
月
１
日
前

後
に
届
く
よ
う
に
発
送
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
が
供
用
開
始

さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
、
専
用
住
宅
な

ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
浄
化
槽
を
管
理

し
て
い
る
方
に
、
清
掃
費
用
の
一
部
を

年
度
内
に
１
回
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
で
、
ま
だ
浄
化
槽
清
掃

補
助
券
が
届
い
て
い
な
い
方
、
記
載
内

容
に
変
更
が
あ
る
方
は
お
手
数
で
す
が

左
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

□問
 

下
水
道
部
業
務
課
浄
化
槽
係
11
７
２

２
・
２
７
５
２

　

市
は
東
京
都
獣
師
会
町
田
支
部
と
災

害
時
の
飼
育
動
物
救
護
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
、
２
月　

日
に
調
印
式
が
市

２８

役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
災
害
時
に
飼
い
主
の
も

と
を
逃
げ
出
し
た
飼
育
動
物
（
犬
、
猫

等
）
を
獣
医
師
会
町
田
支
部
の
会
員
が

自
己
の
動
物
病
院
及
び
市
で
設
置
す
る

臨
時
動
物
保
護
所
で
保
護
す
る
こ
と

や
、
飼
い
主
と
と
も
に
避
難
所
に
避
難

し
て
き
た
飼
育
動
物
の
管
理
、
衛
生
等

の
指
導
、
援
助
等
を
定
め
た
の
も
で

す
。

□問
 

防
災
課
11
７
２
４
・
２
１
０
７

学
校
で
か
か
る
費
用
の
一
部
を
援
助
し

ま
す就

学

援

助

費

　

市
で
は
小
・
中
学
校
で
か
か
る
費
用

の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

援
助
を
行
う
の
は
学
用
品
費
・
給
食

費
・
校
外
活
動
費
・
修
学
旅
行
費
な
ど

で
、
援
助
の
対
象
と
な
る
方
は
、
市
内

在
住
で
町
田
市
立
小
・
中
学
校
に
在
籍

す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

②
世
帯
全
員
の
平
成　

年
中
の
総
所
得

１７

の
合
計
が
一
定
基
準
額
を
超
え
な
い
方

　

基
準
額
と
は
、
例
え
ば
本
人
・
配
偶

者
・
子
ど
も
２
人
の
４
人
家
族
で
借
家

の
場
合
、
年
間
の
総
所
得
が
約
３
３
５

万
円
以
下
、
同
様
の
家
族
構
成
で
持
家

の
場
合
、
年
間
の
総
所
得
が
約
２
５
１

万
円
以
下
を
い
い
ま
す
。
た
だ
し
こ
の

金
額
は
大
体
の
目
安
で
、
年
齢
・
家
族

構
成
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
（
総
所
得

と
は
年
間
収
入
か
ら
必
要
経
費
を
差
し

　

私
た
ち
が
買
い
物
や
通
勤
・
通
学
な

ど
で
毎
日
利
用
し
て
い
る
道
路
は
、
大

切
な
市
民
の
共
有
財
産
で
す
。
こ
の
大

切
な
道
路
の
環
境
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
ル
ー
ル
を
守
り
マ
ナ
ー
に
気
を

つ
け
る
こ
と
で
よ
り
良
く
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
い
つ
ま
で
も
良
好

な
道
路
環
境
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
未
来
の
町
田
を
担
う
世
代
が
多
く

の
こ
と
を
知
り
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
町
田
市
の
し
ょ
う
か
い
」
「
市
役
所

の
し
ご
と
」
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
の
「
き
れ
い
な
ま
ち

は　

み
ん
な
が
き
も
ち
い
い
」
と
い
う

コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
、
道
路
の
美
化
に
励

む
方
々
の
活
動
を
紹
介
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
大
切
さ
や
マ
ナ
ー
の
向
上

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
小
学
生
に
対
し
て
「
わ
た

し
た
ち
の
共
有
財
産
で
あ
る
道
路
を
み

ん
な
で
大
切
に
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と

を
呼
び
か
け
る
目
的
で
昨
年　

月
か
ら

１１

掲
載
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ
を
と

お
し
て
子
ど
も
た
ち
に
情
報
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で
ぜ
ひ
ご

覧
下
さ
い
。

○
「
き
れ
い
な
ま
ち
は　

み
ん
な
が
き

も
ち
い
い
」
（
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�
キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ
�
お
す
す
め
コ
ー
ナ

ー
�
き
れ
い
な
ま
ち
は　

み
ん
な
が
き

も
ち
い
い
）

　

市
で
は
、
道
路
マ
ナ
ー
の
向
上
を
呼

び
か
け
る
中
学
生
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

�
Ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
�
を
市
民
団
体
と
の
協

働
で
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
鶴
間
地
区

で
公
共
空
間
の
美
化
活
動
を
し
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
境
川
緑
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

と
の
協
働
で
中
学
生
向
け
に
作
成
し
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
「
私
た
ち

が
毎
日
通
っ
て
い
る
道
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
問
い
か
け
で

は
じ
ま
り
、
「
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

で
、
私
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
道
路

を
よ
り
よ
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

は
誰
も
が
安
心
し
て
気
持
ち
よ
く
住
め

る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
に
も
繋
が
る
」

と
い
う
こ
と
を
語
り
か
け
る
内
容
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
方
々
と

取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
行
政
用
語
や

「
○
○
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
い
う

よ
う
な
指
導
的
な
表
現
を
避
け
、
誰
に

で
も
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
表
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

作
成
に
あ
た
っ
て
、
昨
年
の
９
月
か

ら
同
法
人
の
会
員
の
方
々
と
の
話
し
合

い
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
は
、

作
成
に
携
わ
っ
た
方
々
か
ら
「
公
共
空

間
は
市
民
の
も
の
だ
」
「
自
分
の
も
の

は
自
分
で
守
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
っ

た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
検
討

を
始
め
た
時
期
に
道
路
管
理
課
で
職
場

体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
し
た
学

生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
い
つ
ま
で
も
良

好
な
道
路
環
境
を
持
続
す
る
に
は
若
い

人
た
ち
へ
の
呼
び
か
け
が
不
可
欠
」
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
企

画
段
階
の
検
討
材
料
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
道
路
の
美
化
活
動
を
し
て
い
る
方

々
か
ら
の
意
見
な
ど
、
多
く
の
市
民
の

声
を
参
考
に
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
近

日
中
に
市
立
中
学
校
を
通
し
て
、
本
年

度
の
新
入
学
生
全
員
に
配
布
す
る
予
定

で
す
。
中
学
校
新
入
学
生
の
い
る
ご
家

庭
で
は
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
ご
覧
下
さ

い
。

　

な
お
、
こ
の
情
報
は
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。
（
町
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
�
市
政
情
報
�
市
の
取
り
組

み
�
都
市
形
成
に
関
す
る
取
り
組
み
�

ま
ち
な
み
形
成
・
景
観
形
成
�
安
全
で

快
適
な
道
路
環
境
を
目
指
し
て
）

　

市
が
管
理
す
る
道
路
施
設
や
道
路
用

地
等
を
市
民
活
動
団
体
に
よ
る
美
化
活

動
を
通
し
て
、
良
好
な
状
態
を
保
と
う

と
い
う
も
の
と
し
て
ア
ダ
プ
ト
・
ア
・

ロ
ー
ド
事
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業

は
２
０
０
５
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
も

の
で
、
現
在
５
つ
の
団
体
が
市
と
協
定

を
結
ん
で
お
り
、
各
団
体
の
会
員
の
方

々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で
市
が
行
う
団

　

な
お
、
こ
の
情
報
は
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。
（
町
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
�
市
政
情
報
�
市
の
取
り
組

み
�
都
市
形
成
に
関
す
る
取
り
組
み
�

ま
ち
な
み
形
成
・
景
観
形
成
�
安
全
で

快
適
な
道
路
環
境
を
目
指
し
て
�
市
民

の
手
に
よ
る
道
路
の
管
理
活
動
「
ア
ダ

プ
ト
・
ア
・
ロ
ー
ド
事
業
」
）

□問
 

「
キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ
」
＝
子
ど
も
総
務

課
11
７
２
４
・
２
８
７
６
、
そ
の
他
に

つ
い
て
＝
道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１

１
５
１

災災
害害
時時
のの

飼飼
育育
動動
物物
救救
護護
活活
動動
にに
関関
すす
るる

協協
定定
締締
結結

民
館
（
11
７
２
８
・
０
０
７
１
）
へ
。

花が咲くのを楽しみにみんなで手入れ

町田市職員（医療職）募集
日　程　等受験資格募集人員募集職種

申し込み受付：
　４月２４日（月）
　　　　　から２７日
（木）
郵送申し込み：
　４月２５日（火）まで
　　　　　　　消印有効
１次試験日：
　５月７日（日）
採用予定：
　２００６年７月１日以降

１９７１年（昭和４６年）
４月２日以後に生ま
れた方で臨床検査技
師及び細胞検査士の
資格を有する方

１人
臨 床
検 査 技 師
（イ）

１９７６年（昭和５１年）
４月２日以後に生ま
れた方で臨床検査技
師の資格を有する方

１人
臨 床
検 査 技 師
（ロ）

１９６６年（昭和４１年）
４月２日以後に生ま
れた方で看護師の資
格を有する方

１０人程度看 護 師

●いずれの職種も地方公務員法第１６条の欠格条項に該当する方は受験できま
せん。

※募集要項と申込書は市役所、市民病院、各市民センターで配布していま
す。また町田市ホームページからもダウンロードできます。

お問い合わせは、職員課（11７２２・３１１１内線２２４１）

み
ん
な
の
力
で

道
路
に
潤
い
を

体
へ
の
主
な
支
援
と
し
て
は
、
簡
易
用

具
の
支
給
や
活
動
中
の
事
故
に
対
す
る

補
償
、
活
動
内
容
を
表
示
し
た
パ
ネ
ル

の
設
置
で
す
。

　

協
定
を
締
結
し
て
活
動
し
て
い
る
団

体
は
、
地
域
の
美
化
活
動
グ
ル
ー
プ
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
私
立
中
学
校
、
都
立
高

校
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
あ
り
ま

す
。

　

昨
年
の
秋
か
ら
道
路
用
地
で
花
壇
作

り
を
し
て
い
る
桜
美
林
中
学
校
の
生
徒

か
ら
は
「
自
分
た
ち
の
育
て
た
花
を
見

て
地
域
の
方
が
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
の
声
が
、
ま
た
、
最
近
同
様

の
活
動
を
始
め
た
都
立
成
瀬
高
校
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
部
か
ら
は
「
学
校
の
あ
る
地

域
を
色
と
り
ど
り
の
花
い
っ
ぱ
い
に
し

た
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
興
味
が
あ
る

方
は
、
道
路
管
理
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

中
学
新
入
生
向
け

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

〝
M
i
c
h
i
〞

き
れ
い
な
ま
ち
は

み
ん
な
が
き
も
ち
い
い

〜
小
学
生
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
〜

　

市
で
は
、
小
学
生
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ
」
を
公
開
し
、

体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
及
び
原
子
爆
弾
被

爆
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
付
添
人

○
利
用
申
込　

直
接
宿
泊
施
設
へ
。

【
①
②
い
ず
れ
の
方
も
対
象
の
施
設
】

　

箱
根
湯
本
ホ
テ
ル
（
11
０
４
６
０
・

５
・
８
８
０
０
、
6
０
４
６
０
・
５
・

８
２
１
０
）
、
西
熱
海
ホ
テ
ル
（
11　
０３

・
３
５
２
６
・
３
７
５
５
、
6　

・
３

０３

５
２
６
・
３
７
５
１
）
、
伊
東
小
涌
園

（
11
０
５
５
７
・　

・
４
１
３
１
、
6

３７

０
５
５
７
・　

・
３
７
９
４
）
、
小
松

３６

屋
八
の
坊
（
11
０
５
５
９
・　

・
１
３

４８

０
１
、
6
０
５
５
９
・　

・
０
０
０

４８

６
）
、
ホ
テ
ル
城
山
（
11
０
４
６
５
・

　

・
０
１
５
１
、
6
０
４
６
５
・　

・

６３

６３

０
１
４
９
）
、
ホ
テ
ル
石
庭
（
11
０
５

５
２
・　

・
４
１
５
５
、
6
０
５
５
２

６２

・　

・
３
３
０
４
）
、
箱
根
ホ
テ
ル
小

６３
涌
園
（
11
０
４
６
０
・
２
・
４
１
１

１
、
6
０
４
６
０
・
２
・
４
１
２
３
）、

 
宙 
渡
月
荘
金
龍
（
11
０
５
５
８
・　

・

そ
ら

７２

０
６
０
１
、
6
０
５
５
８
・　

・
２
２

７２

３
９
）
、
一
望
閣
（
11
０
４
６
５
・　
６８

・
１
２
５
１
、
6
０
４
６
５
・　

・
１

６８

２
５
２
）

【
①
の
方
の
み
が
対
象
の
施
設
】

　

青
巒
荘
（
11
０
４
６
５
・　

・
３
１

６３

１
１
、
6
０
４
６
５
・　

・
３
１
１

６３

６
）
、
藤
元
（
11
０
５
５
７
・　

・
４

４５

１
３
３
、
6
０
５
５
７
・　

・
３
７
７

４５

３
）
、
お
お
や
（
11
０
５
５
８
・　

・
９８

１
１
０
８
、
6
０
５
５
８
・　

・
２
３

９８

８
５
）
、
ホ
テ
ル
河
鹿
荘
（
11
０
４
６

０
・
５
・
５
５
６
１
、
6
０
４
６
０
・

引
い
た
後
の
金
額
を
い
い
ま
す
）
。
な

お
、
平
成　

年
４
月
か
ら
基
準
額
が
変

１８

わ
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る

「
学
校
で
か
か
る
費
用
の
援
助
が
受
け

ら
れ
る
お
知
ら
せ
〜
就
学
援
助
費
〜
」

を
ご
覧
下
さ
い
。

　

手
続
き
は
４
月　

日
ま
で
に
各
学
校

２８

ま
た
は
学
務
課
で
行
っ
て
下
さ
い
。

※
５
月
以
降
も
申
請
で
き
ま
す
が
、
認

定
月
が
変
わ
り
ま
す
。

□問
 

学
務
課
11
７
２
４
・
２
１
７
６

５
・
５
６
８
８
）

【
②
の
方
の
み
が
対
象
の
施
設
】

　

湯
河
原
厚
生
年
金
会
館
（
11
０
４
６

５
・　

・
３
７
２
１
、
6
０
４
６
５
・

６３

　

・
６
４
０
１
）
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
太
陽

６３の
子
（
11
6
０
５
５
１
・　

・
４
６
３

３６

３
）

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

１
、
6
７
２
４
・
１
１
９
０
、
障
が
い

福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４
７
、
6
７

２
４
・
１
１
９
１

誰もが安心して�
　気持ちよく利用できる�
　　道路環境をいつまでも�

誰もが安心して�
　気持ちよく利用できる�
　　道路環境をいつまでも�

誰もが安心して�
　気持ちよく利用できる�
　　道路環境をいつまでも�
～未来を担う�
　　　　子どもたちとともに～�
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公
民
館
を
利
用
す
る
サ
ー
ク
ル
・
団

体
で
行
っ
て
い
る
「
公
民
館
ま
つ
り
」。

今
年
も
実
行
委
員
会
方
式
で
企
画
・
運

営
し
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
実
行
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
た

め
の
打
ち
合
わ
せ
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
サ
ー
ク
ル
・
団
体

は
、
必
ず
１
人
以
上
の
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

５
月
９
日
（
火
）
午
後
７
時

か
ら

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
11
７
２
８
・
０

０
７
１

平
成　

年
度

１８「
公
民
館
ま
つ
り
」

打
ち
合
わ
せ
会

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
平
成　

年
か
ら
一
般
市

１７

民
に
も
使
用
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
に
も
、

尊
い
命
を
救
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

心
肺
停
止
患
者
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
て
心
臓
の
リ
ズ
ム
を
正
常
化
さ

せ
、
救
命
率
の
向
上
を
図
る
も
の
で

す
。
操
作
は
簡
単
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
電
源

を
入
れ
る
と
音
声
が
流
れ
、
そ
の
指
示

に
従
っ
て
患
者
の
胸
に
二
枚
の
電
極
パ

ッ
ト
を
張
る
と
、
自
動
的
に
心
電
図
を

解
析
し
て
、
必
要
が
あ
れ
ば
電
気
シ
ョ

ッ
ク
を
与
え
る
操
作
指
示
が
出
ま
す
。

　

市
で
は
、
以
下
の
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

追
加
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

【
新
た
に
設
置
し
た
施
設
】

　

南
・
な
る
せ
駅
前
・
鶴
川
・
忠
生
・

堺
・
小
山
の
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
玉
川

学
園
文
化
・
木
曽
山
崎
の
各
セ
ン
タ

ー
、
市
民
課
駅
前
連
絡
所
、
成
瀬
セ
ン

タ
ー
、
木
曽
森
野
セ
ン
タ
ー
、
つ
く
し

野
セ
ン
タ
ー
、
三
輪
セ
ン
タ
ー
、
大
地

沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
ひ
な
た
村
、
成

瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
三
輪
み
ど
り
山
球
場
、
小
野
路
球

場
、
相
原
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
す
で
に
設
置
済
み
の
施
設
】

　

市
役
所
本
庁
舎
、
市
民
病
院
、
市
民

ホ
ー
ル
、
森
野
分
庁
舎
、
町
田
市
民
フ

ォ
ー
ラ
ム
、
総
合
体
育
館
、
サ
ン
町
田

旭
体
育
館
、
陸
上
競
技
場
、
室
内
プ
ー

ル
、
国
際
版
画
美
術
館
、
ま
ち
だ
中
央

公
民
館
、
中
央
図
書
館
、
さ
る
び
あ
図

書
館
、
ふ
れ
あ
い
桜
館
、
ふ
れ
あ
い
も

み
じ
館
、
ふ
れ
あ
い
い
ち
ょ
う
館
、
ふ

れ
あ
い
く
ぬ
ぎ
館
、
ふ
れ
あ
い
け
や
き

館
、
ふ
れ
あ
い
も
っ
こ
く
館
、
健
康
福

祉
会
館

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
７
１

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

追
加
設
置
し
ま
し
た

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

問

町
田
市
民
ホ
ー
ル
1
７
２
８
・
４
３
０
０�

□�

ニ
ュ
ー
・
ピ
ア
ノ
・
メ
モ
リ
ア
ル
シ
リ
ー
ズ
２
０
０
６

ニ
ュ
ー
・
ピ
ア
ノ
・
メ
モ
リ
ア
ル
シ
リ
ー
ズ
２
０
０
６

中
鉢
聡

中
鉢
聡 
テ
ノ
ー
ル
・

テ
ノ
ー
ル
・
リ
サ
イ
タ
ル

リ
サ
イ
タ
ル

　

２
０
０
６
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

・
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
を
は
じ

め
、
オ
ペ
ラ
歌
手
と
し
て
多
方
面
で
活

躍
中
。

瀧
田
亮
子
（
ピ
ア
ノ
）

〈
予
定
曲
目
〉

プ
ッ
チ
ー
ニ
作
曲
「
ト
ス
カ
」
よ
り
星

は
光
ぬ
、
ラ
ラ
作
曲
グ
ラ
ナ
ダ
、
ほ
か

※
曲
目
、
曲
順
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ

い
。

７
月　

日
（
月
）

１０

午
後
６
時　

分
開
演

３０

２
０
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で

き
ま
す
。

※
市
民
ホ
ー
ル
で
は
、
今
年
、
フ
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
新
し
く
購
入
し

ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
・
ピ
ア
ノ
・
メ
モ
リ

ア
ル
シ
リ
ー
ズ
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
方
に
演
奏
し

て
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
披
露

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で

す
。

【
４
月　

日
午
前
８
時　

分

１３

３０

か
ら
電
話
予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
、
電
話

で
町
田
市
民
ホ
ー
ル
（
11
７

２
８
・
４
３
０
０
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付

で
す
。

中鉢聡中鉢聡

７
月　

日
（
火
）

１１

午
後
６
時　

分
開
演

３０

３
５
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か

ら
入
場
で
き
ま
す
。

【
４
月　

日
午
前
８
時　

分

１２

３０

か
ら
電
話
予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で

町
田
市
民
ホ
ー
ル
（
11
７
２

８
・
４
３
０
０
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付

で
す
。

春春
風風
亭亭
小小
朝朝

独独
演演
会会

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
豊
か
な
才
能

を
秘
め
た
若
き
バ
レ
リ
ー
ナ
を
全
国
か

ら
数
多
く
発
見
・
発
掘
し
、
世
界
へ
の

飛
翔
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時
・
内
容　

４
月　

日
（
金
）
正

２１

午
か
ら
＝
シ
ニ
ア
・
高
校
生
の
部
「
予

選
・
決
選
・
表
彰
式
」
、　

日
（
土
）

２２

午
前
９
時　

分
か
ら
＝
中
学
生
の
部

３０

「
予
選
・
決
選
」
、　

日
（
日
）
午
前

２３

９
時　

分
か
ら
＝
小
学
生
の
部
「
予
選

３０

・
決
選
」
、
小
学
生
・
中
学
生
の
部

「
表
彰
式
」

全
席
自
由

※
席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

春風亭小朝

第
６
回

　

ま
ち
だ
全
国

　

バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル

観
覧
の
ご
案
内

　

二
つ
の
世
界
大
戦
に
わ
た
る
激
動
の

時
代
を
生
き
、
ナ
チ
ス
へ
の
抵
抗
を
貫

い
た
ド
イ
ツ
の
美
術
家
ケ
ー
テ
・
コ
ル

ヴ
ィ
ッ
ツ
（
１
８
６
７－

１
９
４

５
）
。
そ
の
作
品
、
計
１
６
５
点
に
よ

り
、
民
衆
の
貧
困
や
飢
え
を
見
据
え
、

反
戦
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
続
け
た
生

涯
の
全
貌
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
力
強

い
作
品
群
は
見
る
者
の
魂
を
揺
さ
ぶ
ら

ず
に
は
お
き
ま
せ
ん
。

　

コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
自
身
の
高
潔
な
精
神

性
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
展
で
は
む
し
ろ
、

作
品
の
も
つ
卓
越
し
た
芸
術
性
に
焦
点

を
あ
て
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
企

画
い
た
し
ま
し
た
。
代
表
作
で
あ
る
連

作
を
含
む
版
画
作
品
を
は
じ
め
、
制
作

の
過
程
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
関
連
素
描
、
彫
刻
な
ど
に
よ
り
、

そ
の
創
作
活
動
の
全
貌
に
迫
り
ま
す
。

本
展
に
よ
り
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
な
が

ら
さ
ま
ざ
ま
な
表
現

方
法
に
真
剣
に
挑
み

続
け
た
そ
の
軌
跡
を

つ
ぶ
さ
に
知
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ

う
。

　

本
展
が
、
第
二
次

世
界
大
戦
終
結
か
ら

　

年
を
経
て
、
現
代

６０で
も
な
お
私
た
ち
に
生
き
る
指
針
を
与

え
て
く
れ
る
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
芸
術
を

さ
ら
に
深
く
知
る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

○
会
期　

４
月　

日
（
土
）
〜
６
月　

１５

１１

日
（
日
）
、
月
曜
休
館

○
開
館
時
間　

火
〜
金
曜
日
＝
午
前　
１０

時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時　
３０

分
ま
で
）
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
＝
午

前　

時
〜
午
後
５
時　

分
（
入
館
は
午

１０

３０

後
５
時
ま
で
）

○
会
場　

同
館
・
企
画
展
示
室
１
・
２

○
観
覧
料　

一
般
６
０
０
円
、
高
校
・

大
学
生
４
０
０
円
、　

歳
以
上
の
方
３

６５

０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
初
日
（
４
月　

日
）
、
開
館
記
念
日

１５

（
４
月　

日
）
は
無
料
。

１９

主
催　

町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
、

読
売
新
聞
東
京
本
社
、
東
京
ド
イ
ツ
文

化
セ
ン
タ
ー
、
美
術
館
連
絡
協
議
会

後
援　

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
大
使
館

協
賛　

花
王
株
式
会
社

協
力　

ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
ド
イ
ツ
航
空
、

i
f
a
ド
イ
ツ
対
外
文
化
交
流
研
究
所

関
連
催
事

【
記
念
講
演
会
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

４
月　

日
（
祝
）
午
後
２
時

２９

〜
３
時　

分
３０

○
会
場　

同
館
１
階
講
堂

○
演
題　

愛
の
画
家
ケ
ー
テ
・
コ
ル
ヴ

ィ
ッ
ツ
…
「
社
会
的
芸
術
」
の
視
点
か

ら○
講
師　

成
城
大
学
教
授
・ 
千  
足  
伸  
行 

せ
ん 
ぞ
く 
の
ぶ 
ゆ
き

氏【
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア

ー
】

○
日
時　

４
月　

日
（
日
）
、
５
月
７

１６

日
（
日
）
、　

日
（
日
）
、
６
月
３
日

２１

（
土
）
午
後
２
時
か
ら　

分
程
度

４０

※
観
覧
券
が
必
要
で
す
。
ス
タ
ー
ト
は

２
階
展
示
室
入
口
付
近
。

【
美
術
館
で
語
り
あ
お
う－

ト
ー
ク
・

フ
リ
ー
・
タ
イ
ム－

】

○
日
時　

会
期
中
の
祝
日
と
無
料
日
を

除
く
水
曜
・
土
曜
日
の
午
前　

時
〜
午

１０

後
１
時
（
ト
ー
ク
・
フ
リ
ー
・
タ
イ
ム

は
「
鑑
賞
の
た
め
の
静
け
さ
」
よ
り
も

美
術
を
め
ぐ
る
会
話
を
楽
し
む
時
間
で

す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
の
方
も
気

兼
ね
せ
ず
に
ご
入
場
下
さ
い
）

同
時
開
催

　

「
ド
イ
ツ
の
版
画
」　

コ
ル
ヴ
ィ
ッ

ツ
展
開
催
に
ち
な
み
、
レ
ー
テ
ル
、
メ

ン
ツ
ェ
ル
、
デ
ィ
ッ
ク
ス
な
ど　

〜　
１９

２０

世
紀
の
ド
イ
ツ
の
版
画
を
展
示
し
ま

す
。

○
会
場　

同
館
常
設
展
示
室

□問
 

国
際
版
画
美
術
館
11
７
２
６
・
２
７

７
１

日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
２
０
０
５
／
２
０
０
６
記
念
事
業

日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
２
０
０
５
／
２
０
０
６
記
念
事
業

高
齢
者
福
祉
電
話
の

補
助
内
容
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
の
介
護
保
険
の
改
正
に
伴
い
、

各
事
業
の
見
直
し
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
等
に
電
話
回
線
を
貸
与
す
る

「
町
田
市
高
齢
者
福
祉
電
話
設
置
事

業
」
の
補
助
内
容
が
平
成　

年
５
月
請

１８

求
分
か
ら
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
加
入
権
の
譲
渡
受
付
は
平
成

　

年
３
月
末
で
終
了
し
ま
し
た
。

１８平
成　

年
度
通
話
料
等
補
助
額

１８

　

一
律
２
０
０
０
円
（
回
線
基
本
料
金

１
７
０
０
円
、
通
話
料
３
０
０
円
）
。

　

た
だ
し
、
休
止
・
転
居
に
か
か
る
工

事
料
は
市
で
負
担
し
ま
す
。

平
成　

年
度

１９

　

一
律
１
０
０
０
円
（
回
線
基
本
料
金

＝
１
０
０
０
円
）
。

平
成　

年
度

２０

　

補
助
廃
止
（
回
線
の
無
償
貸
与
の
み

と
な
り
ま
す
）
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

１

「寡婦Ⅰ」
（連作『戦争』第４葉）

１９２１／２２年　木版　３７×２２㎝

ifa ドイツ対外文化交流研究所

　

人
気
、
実
力
と
も
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
売
れ
っ
子 
噺 
家
、
平
成
落
語
界
の
若

は
な
し

き
リ
ー
ダ
ー
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

つ

る

っ

こ

【
げ
ん
き
た
い
む
】

　

芝
生
広
場
で
思
い
っ
き
り
遊
ん
だ
り

昔
の
遊
び
や
工
作
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
す
。

○
対
象　

４
・
５
歳
児
の
幼
児
と
そ
の

保
護
者

○
日
時　

４
月　

日
（
金
）
か
ら
毎
週

２１

金
曜
日
午
後
３
時
〜
４
時

【
す
ま
い
る
ク
ッ
キ
ン
グ　

ホ
ッ
ト
ケ

ー
キ
を
作
ろ
う
！
】

○
対
象　

小
学
生
〜　

歳
１８

○
日
時　

４
月　

日
（
日
）
①
午
後
１

２３

時
〜
２
時　

分
②
午
後
３
時
〜
４
時　

４５

４５

分○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み
順
）

１２

○
申
し
込
み　

４
月　

日
午
前　

時

１５

１０

か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
つ
る
っ
こ
（
11
７
０
８
・
０
２
３

６
）
へ
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。徒
歩
、

自
転
車
ま
た
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
下
さ
い
。

【
ケ
ー
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
】－

版
画
・
素
描
・
彫
刻－

平
和
な
世
界
へ
祈
り
を
込
め
て
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交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共

済
」
は
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
見

舞
金
を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い
の
制
度

で
す
。
平
成　

年
度
の
申
し
込
み
を
受

１８

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
加
入
で
き
る
方　

①
町
田
市
に
住
民

登
録
、
外
国
人
登
録
の
あ
る
方　

②
①

の
方
と
生
計
が
同
じ
で
、
就
学
の
た
め

市
外
に
転
出
し
て
い
る
方

○
会
費　

Ａ
コ
ー
ス
＝
年
額
１
０
０
０

円
、
見
舞
金
３
万
円
〜
３
０
０
万
円
／

Ｂ
コ
ー
ス
＝
年
額
５
０
０
円
、
見
舞
金

２
万
円
〜
１
５
０
万
円

○
申
込
場
所　

交
通
安
全
課
（
中
町
第

二
庁
舎
）
、
市
民
課
（
市
役
所
本
庁

舎
）
、
南
・
な
る
せ
駅
前
・
鶴
川
・
忠

生
・
堺
・
小
山
の
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、

市
内
金
融
機
関
（
郵
便
局
、
中
央
労
働

金
庫
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
を
除

く
）
、
農
協

○
共
済
期
間　

申
し
込
み
の
翌
日
〜
平

成　

年
３
月　

日

１９

３１

【
交
通
遺
児
年
金
】

　

死
亡
事
故
に
あ
っ
た
会
員
に
遺
児
が

あ
る
場
合
、
中
学
修
了
年
限
に
達
す
る

ま
で
遺
児
年
金
（
年
額
１
人
に
つ
き
９

万
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
特
別
加
入
者
】

　

次
の
方
は
市
費
負
担
で
Ｂ
コ
ー
ス
に

自
動
的
に
加
入
し
ま
す
。
ま
た
、
再
度

ご
自
分
で
Ｂ
コ
ー
ス
に
加
入
す
る
こ
と

に
よ
り
Ａ
コ
ー
ス
へ
の
変
更
が
で
き
ま

す
。

・
消
防
団
員

・
町
田
交
通
安
全
協
会
役
員

・
町
田
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

・
町
田
防
犯
協
会
役
員

□問
 

交
通
安
全
課
11
７
２
４
・
１
１
３

６
、
東
京
都
市
町
村
民
交
通
災
害
共

済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:/
/
w
w
w
.

c
tv
－
to
k
y
o
.o
r
.jp

　

農
業
委
員
の
指
導
で
、
お
米
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
３
〜
６
年

生
と
そ
の
保
護
者
で
、
全
回
参
加
で
き

る
方 米

作
り
親
子
体
験
農
業

【
く
ら
し
に
役
立
つ
テ
ス
ト
教
室
「
テ

ス
ト
で
糖
度
を
再
確
認－

野
菜
・
果
物

・
酒
類
・
ド
リ
ン
ク
剤－
」
】

○
日
時　

４
月　

日
（
火
）
午
前　

時

２５

１０

〜
正
午

○
講
師　

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
エ
イ
ド
・

吉
田
千
恵
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１６

○
材
料
費　

１
０
０
円

暮らしに役立つセミナー日程
講　　師テーマ日　　時

食品と暮らしの
安全基金輸入食品の安全性を考える５月１１日（木）

午前１０時～正午

町田市教育委員会
栄養士

家庭でも食育を
－からだもこころも

健康になる食事－

５月１８日（木）
午前１０時～正午

町田市教育委員会
スクールカウンセラー

親は気づいていますか
－子どもの不安や悲しみ－

５月２５日（木）
午前１０時～正午

（株）中村屋本店食品の衛生管理と安全性
－（株）中村屋の事例－

６月１日（木）
午前１０時～正午

○
日
時　

５
月　

日
（
火
）
午
後
１
時

１６

　

分
か
ら
（
午
後
１
時
開
場
）

３０○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
内
容　

フ
ォ
ー
ラ
ム
＝
「
今
、
求
め

ら
れ
て
い
る
自
助
、
自
律
と
は
」
、

講
演
＝
「
自
分
さ
が
し
か
ら
始
ま
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

○
定
員　

１
８
８
人
（
抽
選
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
福
祉

の
つ
ど
い
参
加
希
望
」
と
書
き
、
参
加

人
数
（
２
人
ま
で
）
・
代
表
者
の
氏
名

・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
返
信
用
に
も

あ
て
先
を
書
い
て
、
４
月　

日
ま
で

２８

（
消
印
有
効
）
に
福
祉
総
務
課
（
〒　
１９４

－

８
５
２
０
、
中
町
１－

　

－

　

、
11

２０

２３

７
２
４
・
２
５
３
７
、
6
７
２
４
・
１

１
８
７
）
へ
。

【
う
き
う
き
サ
タ
デ
ー
ズ
〜
ハ
ー
ト
の

フ
ル
ー
ツ
パ
イ
を
作
ろ
う
！
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　

４
月　

日
（
土
）
①
午
後
２

２２

時
〜
３
時　

分
②
午
後
３
時　

分
〜
５

３０

３０

時○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
費
用　

３
０
０
円

○
申
し
込
み　

４
月　

日
午
前　

時
か

１２

１０

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
南
大
谷
子
ど

も
ク
ラ
ブ
（
11
７
３
９
・
６
７
９
１
）

へ
。

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

催

し

参
加
も
可
）

○
期
日　

４
月　

日
（
土
）
＝
制
作
、

１５

　

日
（
土
）
＝ 
釉  
薬 
か
け

ゆ
う 
や
く

２２○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

１
人
３
０
０
円

○
申
し
込
み　

４
月　

日
午
前　

時
か

１２

１０

ら
直
接
ま
た
は
、
電
話
で
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
ば
あ
ん
（
11
７
８
８
・
４
１
８

１
）
へ
（
申
込
者
は
、
本
人
ま
た
は
保

護
者
に
限
り
ま
す
）
。

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
子
と
そ
の

親
、　

歳
未
満
の
方
（
小
学
生
だ
け
の

１８

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

親
子
陶
芸
教
室

○
日
時　

４
月　

日
（
祝
）
午
前
の
部

２９

＝　

時
〜
正
午
、
午
後
の
部
＝
１
時　

１０

３０

分
〜
３
時　

分
３０

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
内
容
・
費
用　

携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ

９
０
０
円
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
４
９
０
円

○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
申
し
込
み　

４
月　

日
午
前　

時
か

１２

１０

ら
電
話
で
ひ
な
た
村
（
11
７
２
２
・
５

７
３
６
）
へ
。

【
消
費
生
活
入
門
講
座
「
暮
ら
し
に
役

立
つ
セ
ミ
ナ
ー
」
】

　

消
費
生
活
に
関
す
る
様
々
な
問
題
を

学
習
し
ま
せ
ん
か
。
今
回
特
に
児
童
・

生
徒
等
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
む

け
の
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

右
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

◇

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
方

（
「
暮
ら
し
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
」
は

継
続
し
て
参
加
で
き
る
方
）

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
申
し
込
み　

午
前
９
時
か
ら
電
話
で

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
５
・
８

８
０
５
）
へ
。

※
託
児
（
２
歳
以
上
、
人
数
に
限
り
あ

り
）
を
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
の
際

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

知的障がい者福祉施設①花の郷コース（時間：午前９時～正午　例外あり）

テーマ・内容日　時テーマ・内容日　時

「であい」で利用者と共にクッキー作り９／５（火）上記共通プログラムを参照４／２２（土）

「みらい」でムーブメント（エアトランポリン
を使って）９／１９（火）上記共通プログラムを参照５／１３（土）

「であい」で利用者と共に草木染め作業１０／３（火）上記共通プログラムを参照５／２７（土）

「みらい」で利用者と共に蒸しパンづくり１０／１７（火）施設長より概要説明など、車椅子体験６／６（火）

上記共通プログラムを参照１１／１１（土）「みらい」（更生施設）で読み聞かせ（朗読）６／２０（火）

上記共通プログラムを参照１１月
（日時未定）「であい」（授産施設）で利用者と共に園芸作業７／４（火）

上記共通プログラムを参照１２／９（土）「みらい」にて利用者と共に外出（買い物）７／１８（火）

知的障がい者福祉施設②大賀藕絲館コース（時間：午前９時～正午　例外あり）

テーマ・内容日　時テーマ・内容日　時

蓮田で蓮の刈りとり９／１４（木）上記共通プログラムを参照４／２２（土）

蓮の繊維とり９／２８（木）上記共通プログラムを参照５／１３（土）

製品づくり「なかよしうさぎ」１０／１２（木）上記共通プログラムを参照５／２７（土）

製品づくり「柿のお手玉」など　講座のまとめ１０／２６（木）施設の概要説明・見学、糸撚り６／８（木）

上記共通プログラムを参照１１／１１（土）紅花収穫・紅花染料づくり６／２２（木）

上記共通プログラムを参照１１月
（日時未定）製品づくり「柿のお手玉」７／２７（木）

上記共通プログラムを参照１２／９（土）製品づくり「ぼんぼり根付け」
※昼食時ソーメン流し（自由参加）８／１０（木）

特別養護老人ホーム③悠々園コース（時間：午後１時～４時　例外あり）

テーマ・内容日　時テーマ・内容日　時

軽作業（手芸など）を通したデイサービス利用
者とのふれあい９／８（金）上記共通プログラムを参照４／２２（土）

敬老会参加９／１８（祝）上記共通プログラムを参照５／１３（土）

風船バレーボール大会参加（付き添い）１０／５（木）上記共通プログラムを参照５／２７（土）

特養入居者とのふれあい　デイサービス利用者
とのふれあい１０／２０（金）施設の概要説明・見学（講義）６／９（金）

上記共通プログラムを参照１１／１１（土）車椅子体験・シニア体験、高齢者・障がい者の
理解（講義）６／２３（金）

上記共通プログラムを参照１１月
（日時未定）特養入居者とのふれあい、夏祭り打ち合わせ７／１４（金）

上記共通プログラムを参照１２／９（土）悠々園夏祭り参加（露店出店）７／２９（土）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

催

し

○
期
日　

６
〜　

月
（
土
ま
た
は
日
曜

１２

日
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
田
植
え
・

草
取
り
・
稲
刈
り
・
収
穫
祭
（
お
餅
つ

き
）
・
お
飾
り
作
り
の
全
５
回
で
す

（
天
候
に
よ
り
日
時
の
変
更
あ
り
）
。

○
会
場　

忠
生
公
園

○
定
員　
　

組
（
抽
選
）

２５

○
費
用　

１
人
１
０
０
０
円
（
傷
害
保

険
料
等
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
組
１

枚
）
に
「
米
作
り
親
子
体
験
農
業
参
加

希
望
」
と
書
き
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
学
校
名
・
学
年
を
明
記
し
、
返

信
用
に
も
あ
て
先
を
書
い
て
、
４
月　
２８

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
、
町
田
市
農

業
委
員
会
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野

１９４

１－
　

－

　

、
11
７
２
４
・
２
１
６

３３

１０

【
発
見
！
新
し
い
自
分
〜
地
域
で
自
分

ら
し
く
生
き
る
】

　

今
年
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
関
東
シ
ニ
ア
ラ

イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会
の
協
力
を
得

て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
定
年
退
職
後

の
自
助
自
律
へ
の
心
構
え
を
、
講
演
会

で
は
地
域
社
会
で
の
過
ご
し
方
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

※
手
話
通
訳
及
び
Ｏ
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
要
約

筆
記
で
も
ご
案
内
し
ま
す
。

第　

回
２８町

田

市

民

福
祉
の
つ
ど
い

②
コ
ー
ス
は
若
干
名

○
費
用　

２
０
０
０
円
（
全　

回
）

１４

○
会
場　

合
同
講
義
は
森
野
分
庁
舎
、

実
習
は
各
実
習
施
設
に
て

○
申
し
込
み　

電
話
で
ま
ち
だ
市
民
大

学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
11
７
２
９
・
１
１
９

５
）
へ
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

○
募
集
講
座
・
内
容

【
ま
ち
だ
の
福
祉
】
（
３
コ
ー
ス
）

　

市
内
福
祉
施
設
で
の
体
験
学
習
や
合

同
講
義
等
を
通
し
て
町
田
の
福
祉
を
理

解
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
身
近
な

も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
募
集
人
数　

①
③
コ
ー
ス
は
各
５
人

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

受
講
生
追
加
募
集
中

６
）
へ
。

ま ち だ 市 民 大 学 Ｈ Ａ Ｔ Ｓ〈 ま ち だ の 福 祉 〉

全コース共通プログラム（時間：午後２時～４時３０分）

合同講義４【公開講座】
「障がい者が地域で生きる～就労を中心にして～」
・町田市障がい者就労・生活支援センター「ら
いむ」センター長　天野貴彦氏
・市内在住の身体／知的／精神障がいをお持ちの方

１１／１１（土）
開講式・合同講義１
「町田の福祉のこれまでとこれから」
講師：町田市健康福祉部長

４／２２（土）

福祉活動見学
（障がい者青年学級・共働学舎・ケアセンター成
瀬・介護支援アクティブ）

１１月
（日時未定）

合同講義２【公開講座】
「高齢者について『在宅生活はどこまで可能か』」
・町田市社会福祉協議会在宅支援担当主幹 西潟正明氏
・ＮＰＯ法人「アットホーム」代表 伊東和慶氏
・デイサービス「いろり」介護スタッフ 藤巻小夏氏

５／１３（土）

合同体験発表会・閉講式
助言者：プログラム委員１２／９（土）

合同講義３【公開講座】
「障がい者を理解し共に生きる」
講師：國學院大學教授 柴田保之氏

５／２７（土）

【
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
】

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
お
母

さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
せ
ん
か
。

今
年
は
七
宝
焼
き
の
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ

ま
た
は
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
で
す
。

○
対
象　

小
学
３
年
生
〜　

歳
１８

ひ
な
た
村

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
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申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
教

室
１
人
１
枚
）
に
教
室
名
・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
生
年
月
日

・
電
話
番
号
・
学
校
名
を
明
記
し
、
４

月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
ス
ポ
ー

１８
ツ
振
興
公
社
（
11
７
２
４
・
３
４
４

０
）
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
初
参
加
者
優

先
の
う
え
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
〜
い
ろ
い
ろ

な
球
技
種
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１８○
期
間　

５
月　

日
〜
７
月　

日
の
毎

１０

１２

週
水
曜
日
（
全　

回
）

１０

○
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時　

分
３０

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
内
容　

主
に
ラ
ケ
ッ
ト
系
球
技
種
目

○
定
員　
　

人
５０

○
費
用　

３
４
０
０
円

【
初
心
者
気
功
教
室
〜
気
功
法
を
日
常

生
活
に
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１８○
期
間　

５
月　

日
〜
７
月　

日
の
毎

１１

２０

週
木
曜
日
（
６
月　

日
は
除
く
、
全　

１５

１０

回
）

○
時
間　

午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分

１５

４５

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
定
員　
　

人
５０

○
費
用　

３
４
０
０
円

ス
ポ
ー
ツ
教
室

●
町
田
商
工
会
議
所
の
お
知
ら
せ

　

問
い
合
わ
せ
は
同
会
議
所
（
11
７
２

２
・
５
９
５
７
）
へ
。

【
簿
記
検
定
試
験
】

　

期
日
＝
６
月　

日
／
会
場
＝
町
田
駅

１１

周
辺
の
専
門
学
校
等
／
費
用
＝
１
級
７

１
４
０
円
、
２
級
４
０
８
０
円
、
３
級

２
０
４
０
円
／
申
し
込
み
＝
所
定
の
申

込
書
（
同
会
議
所
及
び
指
定
の
書
店
に

あ
り
ま
す
）
に
本
人
が
記
入
し
、
費
用

を
添
え
て
４
月　

日
〜
５
月　

日
に
指

２０

１１

定
の
書
店
へ
。

【
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
検
定
２
級
講

座
】

　

対
象
＝
３
級
程
度
の
知
識
の
あ
る
方

／
日
時
＝
５
月　

日
、　

日
、　

日
、

１３

２０

２７

６
月
３
日
、　

日
、
午
前　

時
〜
午
後

１０

１０

５
時
／
会
場
＝
同
会
議
所
／
費
用
＝
３

万
５
０
０
０
円
／
学
生
・
会
員
３
万
円

／
定
員
＝　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

【
や
さ
し
い
ボ
ー
ル
ペ
ン
字
入
門
講

座
】

　

日
時
＝
５
月　

日
〜
６
月　

日
の
毎

１２

３０

週
金
曜
日
、
午
後
６
時　

分
〜
８
時　

３０

３０

分
（
全
８
回
）
／
会
場
＝
同
会
議
所
／

講
師
＝
書
写
技
能
検
定
協
会
東
京
都
審

査
委
員
・
中
山
祐
子
氏
／
定
員
＝　

人
１５

（
申
し
込
み
順
）
／
費
用
＝
１
万
６
０

０
０
円
、
学
生
１
万
４
０
０
０
円

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
榛
名
坂
職
員
募
集

　

職
種
＝
①
生
活
相
談
員
②
介
護
支
援

専
門
員
③
看
護
士
④
送
迎
車
ド
ラ
イ
バ

ー
⑤
調
理
員
／
勤
務
日
時
＝
①
②
週
５

日
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
③
週
２
日
午

前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分
④
週
２

４５

１５

日
午
前
８
時　

分
〜　

時　

分
、
午
後

４５

１０

１５

４
時
〜
５
時
⑤
週
２
日
午
前
９
時
〜
午

後
２
時
／
申
し
込
み
＝
履
歴
書
を
郵
送

で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
榛
名
坂
（
〒　

－

０

１９５

０
７
２
、
金
井
３－

　

－

１
、
11
７
３

２０

７
・
７
１
３
１
）
へ
。

●
（
福
）
嘉
祥
会
ぬ
く
も
り
の
園
ス
タ

ッ
フ
募
集

　

５
月
１
日
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
開
設
に

つ
き
、
ケ
ア
・
看
護
・
調
理
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
／
□問
 

ぬ
く
も
り
の
園
11
７
９

８
・
１
３
８
６

●
コ
メ
ッ
ト
小
麦
の
家
・
パ
ン
教
室

　

対
象
＝
中
学
生
以
上
の
方
／
日
時
＝

４
月　

日
午
前　

時
〜
午
後
１
時
／
定

２２

１０

員
＝
８
人
／
費
用
＝
２
０
０
０
円
／
申

し
込
み
＝
４
月　

日
ま
で
に
直
接
ま
た

１９

は
電
話
で
小
麦
の
家
（
11
７
２
７
・
７

３
０
５
）
へ
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
「
エ
ア
コ

ン
・
換
気
扇
洗
浄
」

　

カ
ビ
・
ホ
コ
リ
の
除
去
を
承
り
ま
す

／
□問
 

同
セ
ン
タ
ー
11
７
２
３
・
２
１
４

７●
東
京
町
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
く

ら
し
と
健
康
の
街
頭
無
料
相
談
会

　

日
時
＝
４
月　

日
午
後
０
時　

分
〜

２３

３０

４
時
（
小
雨
実
施
、
雨
天
中
止
）
／
会

場
＝
小
田
急
線
町
田
駅
東
口
カ
リ
ヨ
ン

広
場
／
内
容
＝
法
律
、
公
証
人
、
医

療
、
銀
行
、
保
険
、
不
動
産
、
ほ
か
／

□問
 

東
京
町
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
11
７

２
６
・
１
３
３
１

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
催

し【
バ
ザ
ー
】

　

日
時
＝
４
月　

日
午
前　

時
〜
午
後

２３

１０

３
時

【
ハ
ー
ブ
の
手
作
り
教
室
】

　

日
時
＝
４
月　

日
①
午
前　

時
〜
正

２３

１１

午
、
②
午
後
１
時
〜
２
時
／
会
場
＝
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ー
モ
ニ
ー
七
国
山
事

務
所
（
野
津
田
町
）
／
講
師
＝
ワ
ー
ク

シ
ョ
プ
ハ
ー
モ
ニ
ー
職
員
／
定
員
＝
各

５
人
（
申
し
込
み
順
）
／
費
用
＝
８
０

０
円
／
申
し
込
み
＝
４
月　

日
ま
で
に

１９

電
話
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ー
モ
ニ
ー

七
国
山
事
務
所
（
11
７
３
６
・
１
７
６

７
）
へ
。
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
下
さ

い
。

●
玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ
こ
ろ
こ
ろ

児
童
館
の
催
し

【
①
乳
幼
児
の
た
め
の
「
子
育
て
広

場
」
②
こ
ろ
こ
ろ
キ
ッ
ズ
③
折
り
紙
遊

び
④
か
つ
ま
た
さ
ん
の
将
棋
教
室
】

　

対
象
＝
①
②
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

③
④
小
学
生
以
上
／
日
時
＝
①
４
月　
１４

日
、　

日
午
前　

時　

分
〜
正
午
②
４

２８

１０

３０

月　

日
午
前　

時
〜　

時　

分
③
４
月

１９

１１

１１

３０

　

日
午
後
３
時　

分
〜
５
時
④
４
月　

２０

３０

２６

日
午
後
３
時　

分
〜
５
時
／
□問
 

同
館
11

３０

７
１
０
・
１
４
７
５

●
東
京
家
政
学
院
大
学
春
季
公
開
講
座

【
少
子
・
高
齢
社
会
の
福
祉
を
考
え

る
】

　

日
時
＝
５
月　

日
、　

日
、　

日
、

１３

２０

２７

６
月
３
日
午
後
１
時
〜
３
時
／
講
師
＝

同
大
学
人
間
福
祉
学
科
教
員
／
定
員
＝

　

人
（
抽
選
）

３５【
グ
ル
ー
プ
発
想
法
で
参
加
す
る
ま
ち

づ
く
り
】

　

日
時
＝
５
月　

日
、　

日
、
６
月
３

１３

２０

日
、　

日
午
後
１
時
〜
４
時
／
講
師
＝

１０

同
大
学
工
芸
文
化
学
科
教
授
・
石
井
廣

志
氏
／
定
員
＝　

人
（
抽
選
）

３０
◇

　

対
象
＝
社
会
人
／
会
場
＝
同
大
学
／

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
４
月　
２５

日
ま
で
（
必
着
）
に
同
大
学
「
公
開
講

座
係
」
（
〒　

－

０
２
９
２
、
相
原
町

１９４

２
６
０
０
、
11
７
８
２
・
９
８
１
１
）

へ
。
同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:

/
/
w
w
w
.k
a
se
i－
g
a
k
u
in
.a
c
.jp

）

か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

●
東
京
田
中
短
期
大
学
生
涯
学
習
講
座

開
講
し
ま
す

　

問
い
合
わ
せ
は
同
大
学
（
11
０
４
４

・
９
８
８
・
５
１
１
１
）
へ
／
講
座
名

＝
英
会
話
入
門
、
英
会
話
初
級
、
英
会

話
中
級
、
や
さ
し
い
英
語
・
文
法
、
や

さ
し
い
陶
芸
、
絵
手
紙
か
ら
日
本
画

へ
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
、
エ
ン
ジ
ョ
イ

ソ
ー
イ
ン
グ
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
コ
ー
ラ

ス
、
は
じ
め
て
の
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
、

天
然
石
で
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
作
り
Ⅰ
・

Ⅱ●
玉
川
大
学
公
開
講
座

　

問
い
合
わ
せ
は
同
大
学
継
続
学
習
セ

ン
タ
ー
（
11
７
３
９
・
８
８
９
５
）
へ

／
講
座
名
＝
季
節
を
楽
し
む
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
、
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
入

門
、
版
画
を
楽
し
む
・
銅
版
画
基
礎
、

は
じ
め
て
の
動
物
折
紙
、
布
を
創
る
フ

ァ
イ
バ
ー
ワ
ー
ク
初
級
、
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
フ
ェ
ル
ト
、
フ
ラ
ン
ス
語
入
門
・
会

話
、
ほ
か

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１６○
日
時　

４
月　

日
（
土
）
正
午
〜
午

２２

後
３
時

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
講
習
会

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

技
術
の
上
達
過
程
（
自
由
練

習
も
可
）

○
費
用　

３
０
０
円
、
会
員
２
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

※
貸
弓
具
を
希
望
の
方
は
事
前
に
電
話

で
町
田
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
（
11
７
３

４
・
０
３
２
１
）
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

○
定
員　
　

人
５０

○
費
用　

１
７
０
０
円

○
対
象　

地
域
活
動
・
ク
ラ
ブ
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
、
福
祉
関
係
者
な
ど

○
期
日　

４
月
〜
２
０
０
７
年
３
月
ま

で
の
第
２
・
４
木
曜
日

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

指
導
者
養
成
講
習
会

○
費
用　

７
０
０
円

【
中
高
齢
者
体
操
教
室
〜
は
じ
め
て
の

健
康
体
操
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

４０○
期
間　

５
月　

日
〜
６
月　

日
の
毎

２５

２２

週
木
曜
日
（
全
５
回
）

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

１５

３０

○
会
場　

総
合
体
育
館

【
障
が
い
者
卓
球
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
で
体
育
館
ま
で
通
え
る
、
障

１８が
い
の
あ
る
方

○
期
間　

５
月　

日
〜
６
月　

日
の
毎

１３

１０

週
土
曜
日
（
全
５
回
）

○
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時　

分
３０

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
定
員　
　

人
２０

○
時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

※
現
場
実
習
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に

行
い
ま
す
。

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
４
階

会
議
室
ほ
か

○
内
容　

レ
ク
基
礎
論
、
実
技
ほ
か

○
講
師　

都
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

公
認
講
師
ほ
か

○
費
用　

１
年
間
３
万
５
０
０
０
円

（
実
習
費
を
含
む
）

○
申
し
込
み　

電
話
で
市
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
（
11
７
３
２
・
７
０
３

７
）
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

　

東
京　

市
町
村
は
、
次
世
代
を
担
う

３９

子
ど
も
た
ち
に
様
々
な
感
動
体
験
を
提

供
す
る
「
子
ど
も
体
験
塾
」
事
業
の
一

環
と
し
て
、
「
楽
し
く
学
ぶ
！
米
村
で

ん
じ
ろ
う
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
シ

ョ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
対
象　

町
田
市
、
多
摩
市
及
び
稲
城

市
の
小
中
学
生
を
中
心
と
し
た
親
子

※
未
就
学
児
も
入
場
で
き
ま
す
。

○
日
時　

７
月　

日
（
月
）
午
後
２
時

２４

開
演
（
約
１
時
間　

分
）

３０

○
会
場　

町
田
市
民
ホ
ー
ル
（
全
席
指

定
）

○
出
演　

米
村
で
ん
じ
ろ
う
、
ほ
か

○
内
容　

声
変
わ
り
ハ
ウ
ス
実
験
、
科

学
特
捜
隊
実
験
コ
ー
ナ
ー
、
風
船
ま
き

ま
き
実
験
ほ
か

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
に
、
代
表
者
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望
人

数
と
全
員
の
氏
名
・
学
年
（
年
齢
）
を

明
記
し
、
５
月　

日
ま
で
（
消
印
有

１５

効
）
に
（
〒　

－

０
０
０
１
、
府
中
浅

１８３

間
郵
便
局
留
、
子
ど
も
体
験
塾
・
サ
イ

エ
ン
ス
シ
ョ
ー
町
田
係
）
へ
（
申
込
数

が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
、
結
果

を
通
知
し
ま
す
）
。

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
生
後
６
か
月
以

上
、
１
人
５
０
０
円
）
を
ご
希
望
の
場

合
は
、
「
託
児
希
望
」
と
明
記
の
う

え
、
希
望
人
数
と
年
齢
を
記
入
し
て
下

さ
い
。

※
車
椅
子
席
を
希
望
の
場
合
は
、
申
し

込
み
ハ
ガ
キ
に
「
車
椅
子
席
希
望
」
と

明
記
し
て
下
さ
い
。

※
詳
細
は
多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験

塾
事
務
局
（
平
日
午
前　

時
〜
午
後
６

１０

時
、
11
０
４
２
・
３
８
５
・
３
４
４

８
）
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
ま
た

多
摩
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.ta
ik
e
n

ju
k
u
.jp
/

）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
８
７

６

【
障
が
い
者
（
児
）
の
親
サ
ポ
ー
ト
ク

ラ
ス
】

　

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
手
法
を

も
と
に
親
は
親
、
子
は
子
の
人
生
を
も

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
サ
ポ
ー
ト

し
あ
え
る
関
係
づ
く
り
を
目
指
し
ま

町
田
市
障
が
い
者
生
活
支
援
事
業

自
立
生
活
セ
ミ
ナ
ー

す
。

○
対
象　

障
が
い
者
（
児
）
の
親
（
基

本
的
に
全
回
出
席
で
き
る
方
）

※
障
が
い
の
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
期
日　

５
月
９
日
、　

日
、　

日

１６

３０

６
月
６
日
、　

日
、　

日
、
７
月
４
日

１３

２７

（
い
ず
れ
も
火
曜
日
、
全
７
回
）

○
時
間　

午
前　

時　

分
〜
午
後
１
時

１０

３０

○
会
場　

せ
り
が
や
会
館　

ほ
か

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
申
し
込
み　

４
月　

日
ま
で
に
電
話

２５

で
町
田
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
市

町
村
生
活
支
援
事
業
部
（
11
７
２
４
・

８
６
１
６
）
へ
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

７【「
町
田
の
自
然
と
か
し
の
木
山
自
然

公
園
」
〜
植
物
を
中
心
に
〜
】

○
日
時　

４
月　

日
（
日
）
午
前　

時

１６

１１

〜
午
後
０
時　

分
３０

○
会
場　

か
し
の
木
山
自
然
公
園
「
森

の
家
」
２
階

○
講
師　

町
田
市
文
化
財
審
議
委
員
・

内
野
秀
重
氏

か
し
の
木
山
自
然
公
園

記

念

講

演

会

○
交
通　

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー　

番
乗

１４

り
場
か
ら
成
瀬
台
行
き
バ
ス
で
「
大
谷

原
」
下
車
、
徒
歩
５
分

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

か
し
の
木
山
自
然
公
園
「
森
の
家
」

11
７
２
４
・
１
６
６
０

　

４
月　

日
（
火
）
〜　

日
（
金
）

１８

２１

ま
で
、
展
示
替
の
た
め
、
臨
時
休
館

し
ま
す
。

　

次
回
展
示
＝
秋
山
庄
太
郎
展
「 
鬱  うっ

 
金  
香 
〜
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
４
月　

日

こ
ん 
こ
う

２２

（
土
）
〜
６
月　

日
（
月
）

２６

□問
 

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
「
秋
山
庄

太
郎
美
術
館
」
11
７
３
６
・
８
２
８

１
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
「
秋
山
庄
太

郎
美
術
館
」

参加者募集

「「
楽
し
く
学
ぶ
！

楽
し
く
学
ぶ
！

米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米
村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村
ででででででででででででででででででででででででででででででででで
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
ううううううううううううううううううううううううううううううううう
ののののののののののののののののののののののののののののののののの

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ーー
」」



２００６．　．　（　） ４ １１８ 町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：小山白山公園、境川団地市場前、上宿

公園
１時５０分：総合体育館駐車場入口
２時　　：四つ木橋公園、小山田会館
３時　　：つくし野セントラルパーク
３時１０分：能ヶ谷いずみ公園、谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時
～４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話
で予約＝11０４２・６４２・１６７７）
○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４
時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

４／

１１
火

☆市民ホールギャラリー（～１６日　紅土会陶
芸八人展○問 紅土会11７９１・９２０２）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：成瀬熊ヶ谷戸公園、鶴川さくら病院
１０時３０分：町田荘
２時　　：鶴川台緑の里公園、三輪第一住宅前、

小山市民センター横
３時１０分：鶴川区画整理事務所前、三輪沢谷戸か

えで公園
３時２０分：三ツ目山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）

１２
水

○京王閣競輪開催（～１４日　○問 東京都十一市
競輪事業組合11０４２４・８９・１３１１）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“バスセンター・境川
公社住宅線”

☆町田市フォトサロン「秋山庄太郎美術館」 
企画市民展示室（～１７日　佐藤昭一「桜の
誘い～薬師池・成瀬」　○問 町田市フォトサロ
ン「秋山庄太郎美術館」11７３６・８２８１）

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１時５０分：都営中里橋アパート内公園
２時　　：小野路公会堂
２時３０分：諏訪神社
３時　　：薬師ヶ丘住宅、かしのみ公園
３時３０分：大戸のびっ子クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○行政手続相談〈相続、許認可申請など暮らしに必要な書
類作成について〉（１時３０分～４時　市民相談室　電話
予約制＝11７２４・２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

１３
木□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“高ケ坂・成瀬線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：薬師台青空公園
１０時３０分：すずかけ台ハイタウン、マイライフ尾

根道
２時　　：宝泉寺駐車場、南町田ハイタウン前、

鶴間風の子公園
３時　　：鶴間ガーデンセシア
３時１０分：小山小前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）１４

金

◎定例教育委員会（午前１０時～　森野分庁舎
○問 教育委員会教育総務課11７２４・２１７２）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）１５

土

☆国際版画美術館市民展示室（～１６日　書の
発表会○問 藤根11７２５・５３６５）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　あけぼの病院（11０４２・７２８・１１１１）
　�外科系　町田慶泉病院（11０４２・７９５・１６６８）
　　　　　おか脳神経外科
 （11０４２・７９８・７３３７）

★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�すずかけ台診療所○内 ○小 
 （つくし野３－１７－９　11７９５・２１２１）

　�もとはしクリニック○内 
 （中町２－１４－１０　11７２７・９９３０）

　�なるせクリニック○内  （成瀬２２１３－１　11７２１・６６８６）
　�山口小児クリニック○小 
 （野津田町１３６４　11７３６・１１２１）

　�金子内科クリニック○内  （根岸町５０３　11７９２・３０１０）

１６
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：ゆうき山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

１７
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：市立博物館前、東玉川学園１丁目児童

公園、上小山田はなみずき公園
１時５０分：成瀬台公園
２時　　：柄沢公園
３時１０分：朝日公園、南つくし野やなぎ公園、矢

部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（１
時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

○認知症高齢者等相談（１時３０分～３時３０分　町田市福祉
サービス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

１８
火

☆国際版画美術館市民展示室（～２３日　第６
回五月展○問 田中11７２５・５８５１／～２３日
第１６回日象城南支部展○問 八田11７９６・
４９６８）

☆市民ホールギャラリー（～２３日　布絵出版
記念展○問 林喜美子布絵研究所11７９３・
６９８２）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・木倉・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院 （木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：三輪中央公園、福音会
２時　　：広袴公園、武蔵岡住宅
３時　　：さくらんぼホール
３時１０分：鶴川台丘の里公園
３時２０分：大戸観音堂

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○更生保護相談（１０時～４時　ボランティアサロン２階会
議室　○問 福祉総務課11７２４・２１３３）

１９
水

☆市民ホールギャラリー（～２３日　谷島正雪
卒寿記念水彩画展○問 谷島11７９２・１９９１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：鶴間三角公園、淡島公園、常盤団地
３時１０分：鶴間公園、都営山崎町アパート公園、

馬場児童公園前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１３日を参照して下さい）
○なんでも健康・栄養相談（９時１５分～１０時３０分　１時１５
分～３時　健康福祉会館　○問 健康課11７２５・５１７８）

２０
木□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“高ケ坂・成瀬線”

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp
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毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�

【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町田慶泉病院　　　　７９５・１６６８�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�

※番号をお間違えのないようご注意下さい。�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分の予約を受け付けます。�

月・火・木・金曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（市民フォーラム内）�� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�

電話・来所による児童相談�

子ども家庭支援センター�

月～金曜日、８時３０分～５時�

1７１０・１５２５�1７１０・１５２５�
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